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序     言

知多半島は、平城宮跡出土木簡にも記されておりますように、古くから塩を生産したところであ

ります。

松崎貝塚 (大田町 )は、吉代の製塩遺跡でありまして、ここでつくられた塩もまた調として都へ

送られたことと思われます。

本書は、昭和51年夏・冬の 2度にわかれて行われました発堀調査のうち、冬の調査の報告書であ

ります。製塩土器をはじめ多量の出土遺物の整理と、人骨・石材・鉄塊等の鑑定を行い、ようやく

本書を発刊するはこびとなりました。さきに刊行いたしました「 松崎貝塚」と併せて、本書が今後

の研究の一助となりますことを願ってやみません。

調査にあたり御尽力いただきました調査関係者並びに地元関係各位、さらに本書の刊行のため御

助力を賜わりました関係各位に厚くお礼申し上げます。

なお、本書には、塚森遺跡 (名和町 )の発堀調査報告を付載いたしました。

昭和59年 7月

東 海 市 教 育 委 員 会

教 育 長  築  波  善  夫



例     言

1 本書は、昭和51年12年 26日 から31日 までの間に東海市教育委員会が発掘調査を実施した、愛知

県東海市大田町松崎に所在する松崎貝塚 (土器製塩遺跡)の第 2次発掘調査報告書である。

併せて、昭和5G年 8月 27日 から11月 7日 の間に実働25日 を要した東海市名和町塚森に所在する

塚森遺跡の調査報告を収録した。

2 本調査は、東海市教育委員会が主体者となり、学術担当者として日本考古学協会員の杉崎章

(主任)、 磯部幸男、宮川芳照、山下勝年があたった。

3 発掘調査の参加者については、第 2章に記したとおりである。

4 松崎貝塚から出上した人骨については、京都大学霊長類研究所の江原昭善教授の研究室へとど

け、その鑑定結果を報告していただいた。

5 松崎貝塚から出土した鉄塊については、新日本製鐵株式会社名古屋製鐵所に分析を依頼し、中

央研究本部名古屋技術研究部から分析結果をいただいた。

6 本書の編集及び図面の整理、製図遺物実測等は、杉崎章が監修し、立松彰が行った。執筆は、

第 7章を杉崎が、そのほかを立松が担当し、全体の校閲を杉崎が行った。

7 石材の同定は、伊藤新氏 (阿久比町立南部小学校長)にお願いし、肉眼観察に依った。

8 写真図版中に付された番号は、実all図版の番号と一致する。

9 図版 1の松崎貝塚周辺の製塩遣跡地形図は、建設省国土地理院発行の 5万分の 1地形図「名古

屋南削 。「半田」の一部を複製したものである。

10 本書に関する資料は、すべて東海市立郷土資料館 (〒476 東海市荒尾町蜂ケ尻67番地)に保

管されている。
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第 1章 遺跡の位置と周辺の製塩遺跡

松崎貝塚は、愛知県 (尾張国)東海市大田町松崎に所在する。この地域は、知多半島基部の伊勢

湾に面する西海岸にあたり、半島内でも有数の面積をもつ海岸平地が広がっている。この海岸平地

には、海岸線に沿って 3条の砂堆列が横たわっており、内陸の海蝕崖寄りから海岸へ向って第 1、

第 2お よび第 3砂堆と分類することができる。本貝塚は、このうちの最も海岸寄りの第 3砂堆列北

端に立地する。

これらの砂堆列上には、縄文時代後期以後の遣跡が点在している。なかでも弥生時代の遺跡にみ

るべきものが多い。

製塩遺跡についてみてみると、この海岸平地に限ってみても、第 3砂堆上に細別して10箇所の地

点 (表 1参照)が知 られている。これらの遺跡の多くは遺物散布地であり詳細の不明なものが多い

ものの、知多半島製塩土器 4類を出土する遺跡が大半を占め、その出土量 も多く、この時期に最 も

広範囲に上器製塩が行われたことを示している。

表 1 松崎貝塚周辺の製塩遺跡 (番号は図版 1の遣跡碁号と一致する。)

番号 遺 跡 名 所  在  地 出土製塩土器型式 引 用 文 献

1

2

3

4

５

６

７

８

９

１０

■

１２

・３

・４

一番畑遺跡

長光寺遺跡

塚森遺跡

松崎貝塚

下浜田遺跡

御亭遺跡

宮西遺跡

大門遺跡

漁脇遺跡

浜脇遺跡

釈迦御堂遺跡

荒井遺跡

平井遺跡

細見遺跡

愛知県東海市名和町一番畑

ク  ″  ″ 榎戸

ク  ″  ク 塚森

″  ″ 大田町松崎

″  ″  ″ 下浜田

″  ″ 高横須賀町御亭

″  ″ 横須賀町四ノ割

″   ク   ″  ニノ割

″  ″ 養父町漁脇

″  ク  ″ 浜脇

″  ク  ″ 釈迦御堂

ク 知多市八幡字荒井

″  ″  ″ 宇西平井

″  ″ ク 字細見

知多 4類

//

塚森式、知多 3'4類

知多 1～ 5類、渥美類

似式

知多 1～ 4類

知多 4類

″

ク

″

″

″

//

//

知多 1～ 5類

早チIiほか1978

杉崎1956、 杉崎

ほか1971・ 1977

を多晦31956

杉崎ほか 1982
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第 2章 調 査 の 経 過

松崎貝塚の立地するrfL域一帯の愛知用水土地改良区,Iロヒ第 2工区にれ てヽ、土地改良 (圃場整備)事

業が施工されることになり、昭和51年 7月 21日 か ら29日 までの 9日 間と8月 19日 か ら21日 までの 3

日間の延べ12日 間にわたって発掘調査を実施した。この調査の結果、本遺跡は当初予想 していたよ

りも広範囲であることが判明し、調査実施区域外については遺跡全体に土盛りを行い保護を計った。

しかし、道路敷設部分については計画変更ができかねることか ら、再度調査を実施することになった。

調査は、調査員の確保できる12月 の下旬に実施することにな り、 12月努日から31日 までの実働 5日

間にわたって行われた。先の夏期の発掘調査に関しては、すでに報告書を「愛知県東海市松崎貝塚

発掘調査報告」 (昭和52年 3月 )と して刊行した。本書は、冬期の調査に関する報告であり、これ

を第 2次 とする。

調査にあたっては、道路部分 とそれによって削平される区域に任意に 3個所の調査区を設定した。

これ らの調査区に、夏期の調査区呼称記号を踏襲してそれぞれ平～Ⅶ区とした。調査区の表土面に

は遺物が認め られず、数個所の試掘調査によって確認した遺物包含層上面まで重機によって排土作

業を行 った。 この深さは約50cIIlで ある。その後、主に砂の色調変化を目安とする層位発掘を実施し

た。

W区 は遣物の出土が少なく、土層断面の調査を重点に行 うこととし、当初の調査区域の南側部分

の幅 2mのみを掘 り下げた。遺物の出土が多いⅥ、 WE区は全域を掘 り下げた。 Ⅵ区は約酌cln掘 り下

げた面で貝層を 2個所検出した。それぞれ位置する場所によって北と南貝層とした。これ らの貝層

を掘 り下げた面で遣構を検出した。この面を基盤の生活面 とし、その広がりを追求 した。その結果、

平区は海岸寄 りのⅥ区よりも低 くなっていることがわかった。最 も低いところで、Ⅵ区の遺構検出

面より約 1.8m下がっている。 平区東寄 りのこの低 くなった地点か ら須恵器無台不身の完器などが

出土 したが、遺構は認められなか った。Ⅶ区も約 lm掘 り下げた面でⅥ区と同様の遺構を検出した。

この方面 もⅥ区より約 0。 7m低 くなってきている。検出した遺構は、粘上分の混 じるいわゆる山砂

といわれる土によって構築されていた。形態はすべて小丘状に盛 り上がったものであった。遺構は

Ⅵ区で大小 4個所、Ⅶ区で 5個所を検出した。遺構を裁ち割った結果、Ⅵ区の ものは 1個所を除き、

単に山砂が堆積 していたのみであった。残る 1個所は、中程に焼上が堆積し、その中から泥岩製の

支柱状棒 と土師器の甕形土器が出上した。WI区の ものは、 3個所に焼土が堆積 していたが、Ⅵ区で

みられた支柱状棒を伴 うものはなかった。

遺物の出土状態は、各層 とも点在して出上しており、遺構面においても特にまとまりをもって出

土するといった状態はみられなかった。時期 も同一層において、新旧の ものが入 り混じっaヽたが、
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おおむね下層のもののまとまりが上層のそれより古いといった傾向を示している。このうち、Ⅶ区

の E区 と通ずる区域において、炭と灰を混じる黒色の砂層が堆積しており、ここからは知多半島製

塩土器第 3様式 (3類)が多量に出土し、伴出した須恵器箸の日常容器の編年から、 3類の使用時

期を知ることのできる良好な資料を得ることができた。また、海岸寄りの遺跡にしては、良好な状

態を保つ紡錘や敏具などの鉄器類が出土し注目された。

冬期の調査区域は、夏期の 1～ W区の調査区域より若千内陸寄りに位置するのであるが、製塩土

器の出土量が比較的少なく、製塩炉も検出されず、 1次 と2次の調査区域幅約20mの範囲内におい

て土地利用の仕方が異なつていることが感じられた。

冬期の厳寒のなか、降雪にも悩まされた悪条件の調査であつたが、調査関係者の献身的な協力を

得て終了することができた。後日、踏切工事に伴い線路の西側 (図版 2● 印)か ら人骨が 1体 出土

した。出土状態は不明で、土器などの遺物も伴わなかった。出土した場所からみて、本遺跡に関係

するものとみられる。出土した人骨については、京都大学霊長類研究所江原昭善教授の研究室へ届

けられた。

以下、調査関係者名を記しておく。所属は調査当時である。

調 査 参 加 者

杉崎章 (学術担当者、知多中学校校長)、 磯部幸男 (南知多町立師崎中学校教頭)、 中山善夫 (愛

知県立常滑高等学校教諭)、 宮川芳照 (犬山市立犬山中学校教諭)、 山下勝年 (武豊町立武豊小学校

教諭)、 都築暢也、石黒立人、伊藤和彦、稲垣llF三、宇佐美幸弘、島津忠英、早川廣好 (以上、南山

大学)、 中野晴久 (明治大学 )、 県立常滑高等学校生徒21名、富木島町
。大田町の方々関名。

協  力  者

加古重光、片田秀一、浅井啓吉、池田陸介、石川玉紀、石野武、築波怒、堤文二、長谷川昭二、

早川信三 (以上、東海市文イヒ財調査委員)、 神野孝一、井上与造 (以上、土地改良区地元役員)。

整 理 参 加 者

石黒立人、島津忠英、友松康二 (以上、南山大学 )。

事  務  局

築波善夫 (東海市教育長)、 伊藤克己 (社会教育課長)、 石岡隆 (社会教育係長)、 告田清孝、

大島邦明、荒田敏夫、松本秀一、平川秀規、佐藤えり子 (社会教育課主事)、 立松彰 (郷土資料館

主事)。
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第 3章 遺 構

松崎貝塚の第 2次調査によって明 らかにすることのできた遺構は、炉址とみられるものが 4基あ

る。これ らは同一の地表面上に点在してお り、Ⅵ区に 1基、Ⅶ区に 3基が構築 されている。個々の

詳細は後述するとして、全体の概要をみてみる。

黄褐色の粗砂上に、粘土分の混じるいわゆる山砂によって構築 されており、小丘状のマウンドをな

した状態で検出した。これ らを裁ち割ると中ほどに焼土が堆積してお り、そこか ら土師器の菱や甑

などが出土した。形態の大 きさや伴出する遺物などに画一性は認められない。また、同様な外形を

なす もののうち、い くつかの ものは単に山砂が堆積 しただけのものであった。この山砂は、内陸の

丘陵に分布する土であり、製塩土器の胎土によく似た組成をもっており、製塩土器などの素焼きの

土器を作るために運ばれた粘土材料であった可能性 も考 えられる。いずれにせ よ、これ らの遺構は

海岸寄 りの砂上に構築 された ものであり、風雨波浪の影響を受けて小丘状のマウンドをなすに至っ

たと考えられるのであるが、構築当初の形態は明確にでき得なかった。

″
４
１
＋
／

t Ⅵ-1遺構 (挿図 1・ 5、 図版 27)

Ⅵ区北貝層に近接した。5位置に設けられている。平面プランは

弓形に張った形態で、長辺 1.5m、 短辺 lm、 高さ30cnlを測る。

平面プランの凹んだ部分の一部に焼土がみられ、横に裁ち割っ

てみると、中央に面取りの施された泥岩製の棒 (挿図5-1)

が立てられており、その下半は砂中に埋め込まれていた。この

棒は、鋭刑な刃物のような工具によって削り取 られており、上

面は平坦で、側面は面取 りがなされ、下方はやや細まり、先端

は丸く仕上げられている。全体の色調は、茶色味をおびた自色

で、砂中より上に出る部分の一方の側面 (挿図 1のA/方向を向

く面)は焼けて淡福色 となり、砂中の部分との境目は黒色に変

化している。焼土はr方向からみられ、内部では、先の棒の後

方あたりで終っている。焼上の分布状態と棒の焼け具合からみ

て、火は〆方向からくべられたものとみられる。焼土内の棒の

直上あたりを中心にして土師器の菱 (挿図 5-2・ 3)力民1個体

出土した。この上器は、出土状態からみて、棒の上面あたりに

立てて置かれていた可能性もある。特徴は、胴部がひじょうに

長く、底部は丸底である。外面の調整は、日顎部が横なで、胴

Ａ
一

■ L.25m ｒ
一

1 黄色粘質砂層
2 焼土層

(山砂)

挿図l Ⅶ-1遺構実測図
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部上半は縦方向の荒い刷毛日、下半は縦方向の細かい刷毛日、底部は雑多な方向か らなる細かい刷

毛目が施されている。内面は上半が横方向の荒い刷毛目で、下半はヘラ削りである。外面には燥が

全体に付着している。色調は薄茶色で、胎土は砂粒を混じる。

この遺構の当初の形態は、焼土の上に山砂が覆いかぶさっていることからみて、火をくべる部分

を除いた周囲が高 く取 り囲まれていたか、 ドーム状に天丼部が構築 されていた ものとみられる。用

A ｒ
一

祥ヽ

A
―一 L.Z5m

特 r
′

A′

1 黄色粘質砂層 (山砂)
2 焼土層
3 すさ混リプロック
4 茶色粗砂層
5 黒褐色粗砂層

挿図2 Ⅶ-1遺構および出土遺物実測図
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途は、煮炊き用のかまどと考えられる。

2 WE-1遺構 (挿図 2)

VE区内の西側に設けられており、平面プランは径約 2.6mの ほぼ円形をなす。外見は西側と北お

よび南側が小丘状に盛り上がり、東側は中央部から低く下がってきており、焼土がみられる。これ

を裁ち割ってみると、中央の地山上に径 1.5m、 厚み20 clllほ どの焼上が堆積している。焼土内から土

師器の甑上半分の破片と知多半島製塩土器の脚部の破片が 1点、それと火熱によって硬化したすさ

混りの粘土ブロックが 1個出上した。甑 (挿図 2-1)は 、日縁部内外面が横なで、胴部外面が細

かい刷毛目によって調整され、長さ3.5 cIIlの やや上向きの把手を付ける。色調は淡福色で、胎土は

砂粒が多く混じる。製塩土器 (挿図2-2)は 、にぎりはなしの細身の作りで、 3類 に属すもので

ある。この遣構は、山砂と焼上の堆積状態からみて、Ⅵ-1遺構と同様なかまどのようなものと考

えられる。

3 WE-2遺構 (挿図 3・ 5、 隠版28)

Ⅶ-1遺構の東に設けられている。平面プランは、長辺 2.2m、 短辺 lmの楕円形をなす。 2個

のマウンドをもち、地山上に焼上が堆積する。焼土内から土師器の甕の破片と製塩土器の脚部片 1

点が出土した。この他、北寄りのマウンド上か ら土師器の甕と高郭の破片が出土した。焼土内に

は、火熱によって硬化したすさ混じりの粘土ブロックが数個認められた。マウンドの高さは、北寄

りが 35 cal、 南寄りが 30 calを 測る。

焼土内から出土した甕 (挿図5-6)は 、外面は細かい刷毛目が施され、ヘラ描きの交差する沈

線が 2条みられ、内面はヘラ削りされている。色調は淡褐色で、胎土は砂粒を混じる。製塩土器

(挿図 5-5)は 、にざりはなしの作りで、知多半島製塩土器 3類 である。マウンド上出上の高不

(挿図5-4)は 小片で、色調は淡褐色である。

4 WE-3遺構 (挿図 4)

Ⅷ区のゴヒ東に設けられており、一部は調査区域外にある。 3個のマウンドがみられ、このうちゴヒ

東に位置するものの内部にのみ焼上が堆積している。このマウンドの東寄りに径 40 cIIl、 深さ35 cml

のビットが 2個並んでうがたれている。遺物は焼上の堆積するマウンドとその西側のマウンドとの

間の上面から、須恵器の杯身とその中に入り込んだ製塩土器の脚部片があり、焼土内からは、土師

器の甑と密の小片が出上した。甕 (挿図4-1)は 、日縁部と内面が横なで、顎部外面は縦方向の

刷毛目が施され、色調は淡褐色である。甑 (挿図4-2)は 、日端が平坦で、口縁部の内外面は横

なで、B同部の外面は縦方向、内面は横方向の刷毛目が施され、色調は淡褐色である。須恵器の不身

(挿図 4-3)は 完器で、立ちあがりは内傾し短く、底面はヘラ削りされ、色調は青灰色である。

製塩土器 (挿図4-4)は 、内底面から先端までの高さ■7 cm、 郭部と接する部分の径 1,7 calを 測
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り、にぎりはなしの作りである。やや小型であるが作り方からみで 3類に含められるものである。

5 その他の遺構

Ⅶ-3遺構でも触れたが、この遺構内とそれを取り巻くように数個のピットがある。Ⅷ-3遺構

でとらえた 2個のほか、遺構の東側に lmほ ど離れて、径 60 all、 深さ30 calの ピットが 1個所、こ

の南に lmほ ど離れて径 20 cHl、 深さ 15 calの ピットが 1個所、さらにこれより南西に lmほ ど離れ

て長辺 lm、 短辺 60 cHl、 深さ20 calの ピットが設けられている。これらのピット内には、他とは異

なる黒味をおびた砂が堆積し、土師器の細片が出上したものもある。ピットの性格については、

Ⅶ-3遺構の全容をとらえられず明確にでき得ないＯ
　
　
ヽ
ロ

ヽ
０

▲ A′

黄色粘質砂層 (山砂)

焼土層

すさ混リブロック

１

２

３

挿図 3 Ⅷ-2遺構実測図
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L。 2.5m

Ｎキ

1

2

3

4

黄色粘質砂層 (山砂)

焼土層

褐色砂層

暗灰色砂層

B ■L.2.5m

挿図 4 Ⅷ-3遺構および出土遺物実測図
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この他、Ⅶ-1遺構の北に炭化物がまとまって分布する地点があり、この近 くの地山上から未使

用とみられる製塩土器 (図版 6-37)が出上した。

6 ま と め

前述した各遺構の規模や出土遺物箸をまとめて示すと表 2のようである。

各遺構に共通する点をあげると、次のようである。

(1)同 下地表面上に構築されており、おそらく同時期のものとみられる。その時期は、Ⅵ-1遺構

の上師器甕のはかに求めえる良好なものがないが、後述する各層の遺物のうち、遺構面上に堆積

するものから推測して、 7世紀の前半に求められる。

(2)焼土内に、煮炊きに使用する土師器の整、甑がみられる。

(3)山 砂を使用して構築している。

相違する点をあげると、次のようである。

① 規模、形態が異なる。

② 泥岩製の支柱状棒を伴うものと伴わないものがある。

表2 松崎貝塚各遺構規模等一覧

遺構記号 規  模 形   態 焼土 伴 出 遺 物 備 考

Ⅶ -1

Ⅶ -1

Ⅶ -2

Ⅶ -3

長辺 1.5m× 短辺

lm×高さ30cal

径 2.6mX高 さ65

長辺 2.2m× 短辺

lm×高さ3飾

長さ4.4m× ?×

高さ309m

C字形

円形

楕円形

(隅丸方形 )

有

有

有

有

土師器甕形土器、

泥岩製棒

土師器甑形土器、

製塩土器 (3類 )

土師器箋形土器、

製塩土器 (3類 )

土師器高オ不形土器

土師器茎形土器、

土師器観形土器、

須恵器不身、製塩

土器 (3類 )

伴出遺物は小片。

ピットを伴う。焼土

内出土遺物は小片。
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Ⅶ-1遺構は、泥岩製の棒を伴うのであるが、これと同様の棒をもった遺構は 1区においても検

出している。 I区の遺構については、知多半島製塩土器 1類を小さくしたような形態をもち「小型

製塩土器」と呼称した土器や、製塩土器 3類、火熱によって硬化したすさ混じりの粘土ブロックな

どが焼土内から出土し、しかも天丼部をもっていたとみられることなどから、その用途は立松・宮

川とともに杉崎も同定した焼き塩ないし固型塩作飯用の炉であろうと推定 〔杉崎ほか 1977〕 してい

る。この I区の炉址と、Ⅵ-1遺構は伴出遺物の細部が異なるものの、支柱状棒をもつ点において、

よく似た様相をもつ遣構である。

他の遺構は、支柱状棒をもたないが、焼土が存在することと、その上部と周囲に上が堆積するこ

とからみて、側壁および天丼部を構築して、風などの影響を考慮したかまどのような用途を有する

炉址と考えられる。そこから土師器の甕や甑が出土することからみて、主に日常の食生活の用に供

されたのであろう。これらの炉址も、極くわずかだが製塩土器を伴出しており、前述したI区の炉

址の用途や製塩土器の焼成といったような作業が行なわれた可能性も否定できない。後者に関して

は、未使用とみられる完器に近い製塩土器が周辺から出上していることからも注目される。

これらの煮沸煎窯用の炉とは異なる炉は、Ⅵ・Ⅶ区および ]区南部にまとまりをもつように構築

されている。このことは、この区域が土器製塩作業場の中でも、煎烹作業の場とは異なる区域 (た

とえば住居)と して設定されていたことをうかがわせる。

0          10cm

Ⅶ-1およびⅦ-2遺構出土遺物実測図
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第 4章 遺 物

今次の調査区域においては、第 1次の調査区域に比べて製塩用上器片の出土は少なく、日常容器

の上師器・須恵器類が多かった。ただ、製塩土器の出土量は 1次に比べて少ないのであって、全出

土遺物量に占める割合は大きく、各層にわたって知多半島製塩土器 4類を主体にして出土している。

以下、各層ごとに出土遺物を述べるが、層序についてはおおむね上層から下層へと番号を付した

が、前後関係の複雑な層もあり明確なものではない。個々の遺物の特徴については、表3～ 5。 7お

よび各実測図版を参照していただきたい。

第 1節 人工遺物

1 土器類

(1)上師器・須恵器・灰釉陶器 (表 7、 図版 5～ 16、 30～ 34)

a ll層 (図版 5、 6)

主にⅥ・Ⅷ区内に堆積する最下層である。須恵器のナ不蓋 (図版=以下同じ三5-1～ 4)・ 杯身

(5-5～ 7)・ 高郭 (5-9・ 10・ 12・ 13)・ 甑 (5-18)は東山50号窯式、高郭(5-11)・

甦 (5-17)は岩崎17号窯式、鉢 (5-25)・ナ不身 (5-26)|ま 高蔵寺 2号窯式に比定できよう。

土師器は、変・高杯・甑・壷がある。甕のなかで、口端が突出し断面三角形を■すもの (6-11・

13)がある。灰釉陶器は碗の細片が 2点認められる。本層は、時代の違う遺物が混在するものの、

主体をなす須恵器は7世紀前半の時期である。

b Ⅵ区北貝層 (図版 7)

Ⅵ区の北部に位置する貝層でハマグリを主体とする。須恵器の郭蓋 (1・ 2)。 高郭 (5・ 6)

は東山制号窯式、郭身 (3)。 高杯 (7・ 8)・ナ不蓋 (9)。 甕 (12)・ 鉢 (14)は 岩崎17号窯式、

蓋 (40)は岩崎41号窯式、杯身 (11)・ 鉢 (15)|ま 鳴海NN-32号窯式に覚定できよう。高ナ不(4)

は、本遣跡では古い型式であり、東山11号窯 〔斎藤  1983〕 に続くものとみられる。土師器は甑と

甕があり、甕 (20・ 21)の 口端は、11層の甕 (6-11・ 13)の特徴をわずかに残しており、後出す

るものではないかと考えられる。

本層は、須恵器の遍年からみて 7世紀代を主体としている。

c Ⅵ区南貝層 (図版 8)

Ⅵ区の南部に位置する貝層で、ニナの類とハマグリを主体とする。須恵器はナ不身 (1～ 4)・ 短

顎壷 (6・ 7)は東山50号窯式、ナ不蓋 (5)・ 高ナ不(8)・ 蓋 (10)は岩崎17号窯式に比定できよ

う。土師器は甕・甑などがある。襲 (13)は長胴形で、輪積み成形である。日縁部内面と胴部外面

は刷毛日、口縁部外面と胴部内面はなで調整されている。日端はわずかではあるが突出する。同じ

く14は 口端が突出し断面三角形をなす。E同部内外面に細かい刷毛目調整が施されている。16は高杯
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と考えられる。胎土は砂粒を多 く含み、内外面 ともなで調整 されているが、輪積みの痕跡が残る。

本層は、須恵器の編年からみて 7世紀前半か ら中葉を主体 とする。

d 4層 (図版 9)

主に平区内に堆積する最下層である。須恵器の うちナ不蓋は口縁部が高 く稜 も鋭 く古い形態 をもっ

ている。東山11号窯 と同時期の ものと考えられる。係身 (2)は 受口部が直立気味で長 く、やはり

古い形態をもつ。ともに細片である。郭身 (3・ 4)は東山50窯式、杯身 (5)は岩崎17号 窯式に

比定できよう。杯身 (6)は 底面が手持ちのヘラ削 りである。 (7)は底面が回転ヘラ削 りされて

いるが、中央に糸切 り痕が残っている。 ともに高蔵寺 2号窯式に比定できよう。郭身 (8)は 糸切

り底であ り、岩崎 25号窯式に、 郭 身 (9)と 17x蓋 (10)は 鴨海 NN-32号窯式あたりに比定でき

る。土師器は高郭と襲がある。襲 (17)は須恵器郭身 (7)と伴出した。胎土は砂粒を多 く含む。

口縁部外面は横なで、内面は刷毛目、胴部外面は刷毛日、内面はヘラ削 りの後になで調整 されてい

る。

本層は時代の違 う遺物が混在 してお り、下層で須恵器郭身 (7)と 土師器甕 (17)が出上 した。

e 6層 (図版 9)

Ⅵ区の南西角に堆積する黒色の砂層で、知多半島製塩土器 3類が多量に出上した。須恵器 は郭蓋

(22)・ 杯身 (24)が東山50号窯式、郭蓋 (23)・ 郭身 (25・ 26)・ 高郭 (27)が岩崎17号窯式、

細頸瓶 (29)が岩崎41号窯式に比定できよう。土師器は甕がある。整 (30)|ま 硬質で、日端が突出

する。

本層は、須恵器の編年か らみて 7世紀代の もののみ包含されている。

f 10層 (図版 10、 11、 12)

主にⅦ区内に堆積 し、前述した11層 と同様に地山面を覆っている。須恵器は郭蓋 (10-1・ 2)

・ナ不身 (10-5～ 10)が東山511号窯式に、ナ不蓋 (10-3・ 4)・ ナ不身 (10-11・ 12)。 高ナ不(10-

15～ 23)・ ナ不蓋 (10-32)が 岩崎17号窯式 |こ比定できよう。次 1こ 、ナ不蓋 (10-35)・ ナ不身 (10-40

～42・ 44～46)の鴨海 blN-32号 窯式と杯身 (10-43・ 47)に比定できうる一群がある。灰釉陶器

は碗 (11-22・ 23)が黒笹14号窯式に、広口瓶 (11-6)・ 盤 (11-15)・ 碗 (■ -24・ 26～ 28)

。段皿 (11-25)が 黒役90号窯式に、壺 (11-30)は 折戸53号 窯式に比定できよう。土師器は、高

郭・甑・甕がある。

本層は時期の違 う遺物が混在してお り、須恵器等の編年からみて 7世紀代、 8世紀後半～ 9世紀

前半、10世紀前半の時期を求められるものがまとまりをもち、 7世紀前半～11世紀前半にわたる遺

物が認められる。

g 9層 (図版 13)
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Ⅵ区において地山面上に堆積する。須恵器は高郭 (7・ 3)が古い器形をもつ。次いで杯蓋 (1

～ 3)・ ナ不身 (4)・ 高ナ不(9)が東山50号窯式に、ナ不身 (5)・ 高ナ不(6)が岩崎17号窯式に比

定できよう。その他、杯蓋 (11'14)・ 郭身 (15・ 16)・ 細頸瓶 (17)が 鳴海 llN-32号 窯式あた

りに比定 される。土師器は高ナ不・甕・甑がある。高郭 (19・ 20)は脚のみではあるが、青山貝塚

(芳賀 1959)の A地点上層出土品に類似するものとみられる。

本層は、古い器形の土師器が伴 うほか、須恵器の編年か らみて 7世紀前半と8世紀後半を主体 と

する遺物がみ られる。

h 8層 (図版 14)

主にⅦ区に堆積する。須恵器は高郭 (2)・ ナ不身 (3)が岩崎17号窯式に比定できよう。 係蓋

(9・ 10)・ 郭身 (11'12)は 折戸10号窯式に含められよう。灰釉駒器の碗 (36)は黒笹 14号窯式、

碗 (37・ 38・ 47)・ 皿 (39～43)1ま 黒笹90号窯式、碗 (45。 48・ 49)は折戸53号窯式に比定で

きよう。土師器は皿と甕がある。甕は口端内側に段をもつもの (18・ 19)が ある。

本層は時期の違 う遺物が混在しており、須恵器等の編年か らみて 7世紀後半から10世紀後半まで

の ものがある。

i 3層 (図版 15)

主に V・ Ⅶ区に堆積する。須恵器は郭身 (1)が岩崎17号窯式、鉢 (5)が岩崎41号窯式、鉢 (6)

・ 郭身 (8)が高蔵寺 2号窯式あたりに、郭蓋 (4)・ 甑 (10)が 鳴海 NN-32号窯式あたりに比定

できよう。灰釉陶器は碗 (11・ 12)が黒笹 90号窯式、碗 (13・ 14)・ 耳皿 (15)が東山 72号窯式

に比定できよう。土師器は高ナ不がある。

本層 も時期の違 う遺物が混在しており、須恵器類の編年からみて 7世紀後半から8世紀後半と10

世紀前半と11世紀前半の ものがある。上師器の高ナ不は、器形からみて、前の須恵器よりも古い時期

の ものとみられる。

i 2層 (図版 16)

主にⅥ・Ⅶ区に堆積する。須恵器は杯蓋 (1。 10)・ 杯身 (2・ 3)・ 高杯 (4～ 6)が岩崎17

号窯式に、把手付大型盤 (9)は高蔵寺 2号窯式あた りに、盤 (19・ 20)1ま 井ケ谷 78号窯式に比定

できよう。灰釉陶器は碗 (27・ 28)が 黒笹90号窯式に、段皿 (26)・ 碗 (29)が折戸 53窯式に比定

できよう。土師器は小壷・甑がある。

本層 も時期の違 う遺物が混在 している。

k 採集品 (図版 12)

須恵器の耳甍 (15)は 、第 1次調査Ⅳ区の北東方面で採集した。土師器小第 (16)は 、支水溝設

置工事に伴い出土した完器である。出土地点は、工事関係者の話によれば、第 1次調査 Ⅲ区の東約
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40mである。

(2)緑釉陶器 (図版 34)

Ⅵ区南貝層の直上か ら破片が 1点出上した。廠部の破片で器形を特定しえないが、碗か皿の類で

ある。糸切 り底で高台が付 く。胎土は均質で、素地の色調はやや黄味がかった自色である。緑釉が

高台内側底面にいたるまで全面に施釉されている。

これと接するようにして、須恵器の鉢 (図版 7-15)が 出土している。

(3)盗 器系中世陶器 (行基焼 )(図版 ■ -30、 15-16・ 17)

いわゆる山茶碗・llLと よばれるもので、碗 (15-16・ 17)1よ、常滑窯編年の第 2型式 (後期三

13世紀後半 )〔 杉崎 1981〕 に比定できよう。皿 (11-30)は碗より新しい時期のものである。

O)製塩土器 (図版 6～ 9、 11～ 15、 35、 36)

知多半島製塩土器のうち、脚が中実細身で表面になで調整の施された4類 を主体にして、全層か

ら出土している。同一型式の量がまとまりをもったものとしては、Ⅵ区 6層 における、脚が中実太

日でにぎりはなしのままの 3類がある。以下、各層ごとにみてみる。

a ll層。(挿区6-1～ 8、 図版 6-23～ 37)

Ⅷ可2

斡劉 3鷺毒専息息尊事
「~~|

♭
~‖
旦Ⅷ
~轍
)7‖
~卿

Ⅷ
~ 
畿 飴フ3 mm

挿図 6 製塩土器拓影 (1～ 8=11層 出土、 9～11=6層 出ム 12=9層出土、13=Ⅵ 区北貝層出土 )
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遺構の項で述べたように、未使用とみられる 3類がⅦ区遺構面から1個体分 (37)出 土 した。脚

の先端部を欠 くが、残存する台脚部分か らみてにざりはなしの もので、 3類の中では細身である。

郭部の大きさは、口径 1 3 6cHl、 深さ1 lcll.器体の厚み 3 mm前後を測る。台脚のよ不部 と接する部分の

径は 2.6 cmで ある。 3類の大多数の ものの この部分の径は平均 3.2clllほ どを示すことか らみて、細

身である。す不部の成形は輪積みによってなされ、外面にその痕跡が残る。外面全体に掌や指紋の痕

がみ られる。周面はヘラ削 りとなでによって平滑に仕上げられている。内底面には、粘土を削 り取

ったヘラの痕が残る。口端は尖が り気味の素縁で、やや内湾する。胎土は砂粒が多 く混 じり、色調

は全体が黄土色で、使用されたもののように部分的な変化が全 くない。この他、筒形台脚の 1類 と

棒脚で中実太身の 3類が認め られる。 1類の中では、下端をつまんだままの もの (C類 )が多い。

口縁部片についてみてみると、尖がった素縁点 胎土は砂粒を多 く混じり、3類のものと考え られる。

b Ⅵ区北貝層 (挿図 6-13、 図版 7-26～ 31)

小型の倒ナ不形の台脚をもった渥美半島製塩土器 A類 〔芳賀 1959・ 近藤 1965〕 に酷似するもの

(26)が 1点出土している。この他、 1(C)類 と3類がみ られる。

c Ⅵ区南貝層 (図版 8-20・ 21)

3類の細身の ものと太身の ものがある。

d 6層 (挿図 6-9～ ■、ほ版 8-23～ 33、 9-32～ 46)

3類が多量に出土し、 1(C)類 と棒脚で中空の 2類が伴 う。 1(C)類 は、ナ不部内底面か ら脚

下端までの高さが 7 cmと 9 cln前後の高低 2種類があり、筒形台脚で下端が平坦な 1(A)類 と、 1

(A)類 より大型の 1(B)類 の大 きさのものの下端をつまんだままの作 りのようでもある。 3類

は1不部内底面から脚下端までの高さ1lcm前 後、す不部 と接する部分の脚径 3 clll前後を測るものがほと

んどであるが、細身の もの (8-33)や 低い もの (9-39)が 数点認められる。

e 4層 (図版 9-18～ 20)

筒形台脚の中で下端面が平坦な作 りで小型の もの 1(A)類 (18・ 19)が みられる。この 2例は、

A類の中でも、ナ不部と台脚の接合の仕方が、他の ものと若千異なり、台脚周面上端の郭部 との接合

がはっきりしている。

f 10層 (図版 11-53～ 63)

少量ではあるが 1類から4類にわたる各類型の ものが出上している。

g 9層 (挿図 6-12・ 14、 図版 13-31～ 44)

渥美半島製塩土器A類に酷似するものが 5個 まとまってみ られる。これと、同層の上師器高ナ不

(13-19・ 20)と の組み合わせは、青山貝塚〔芳賀 1959〕 と同様のように考えられる。 この他、

1(C)類 、 2類、 3類がある。筒形台脚の中で、筒部の浅いもの (39)が みられる。 2類 (40)

-15-



は先端が尖が り気味作 られ、外見は 3類のようである。

h 8層 (図版 14-26・ 27)

表面がなで調整されてお り4類に属す ものであるが、lTh部 と接する部分の脚径が 2.3 cmと 3 cmを

測 り、大多数を示めるもの (平均 1.8 cln)よ り太身である。

i 3層 (図版 15-20～ 23)

1(C)類 と、にざりはなしの作 りで、胎土に砂粒を多 く混じる 5類 とみられるもの (23)が あ

る。

j 採集品 (図版 12-17～ 27)

渥美半島製塩土器A類に酷似するもの (17)1点 を、第 1次調査の 1区方面で表採 した。

18～ 27は第 1次調査のⅣ区の北東約 70n付近 (図版 2の A地点 )で、工事によってな らされた

土砂の中からまとまって採集した。作 り方は 4類 と同様で、表面が丁寧になで調整 されている。た

だナ不部 と接する部分の脚径が 3 cm以上 と太い ものである。

k まとめ

4類がlQ・ 9・ 8・ 3層か ら多 く出上したが、ほとんど脚自体破損して細片であった。出土状態

か らみて同類の ものが廃棄集積 した場所か ら移動拡散したものとみられる。このことは、他の類型

の もの も同様で、第 1次調査でみ られたように煎蒸用炉に伴って出土したものではなく、土層中に

点在 した状態で出土している。

(5)土錘 (表 3、 図版 6～ 9、 11、 13～ 16)

ほとんどの層か ら出土しており、破損 したものを含めて 100個 ほどある。この うち、 8層の 1個

(14-33)が須恵質で、他はすべて土師質である。形態としては紡錘形が最 も多 く、俵形・球形・

管形をしたもの もみ られる。使用時期を特定 しえるものは少な く、強いてあげるならば、11層 (6

-19～ 22)。 Ⅵ―北貝層 (7-22～ 24)・ Ⅵ一南貝層 (8-22)・ 9層 (13-45～ 53)の

ものが、古墳時代後期か ら奈良時代である。重量が 40′ を越えるもの (15-31・ 32)は層位等

か ら見て、本遣跡では後出するもののようである。いずれにせよ、孔径 0.2～ 0.5clmの ものが約 9割

を占め、なかでも 0。 3～0.4calの ものが多 く、 0.6～ 0.9cmの ものは残 りの 1割 と少ない。

2 鉄器および骨角器等 (表 4、 図版 17、 29、 38)

(1)鉄器 (図版 17-1～ 10)

海岸の遺跡としては、良好かつ多種の鉄器が遺存 していた。種別および各特徴については表 4に

示すとおりである。用いられた時期は、古墳時代後期 (7世紀 )か ら奈良時代のうちに入ると考え

られる。

紡錘車や鋤先などは、直接、製塩や漁粉作業に関係 しないものであり、これらの出上した今次の
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表 3 松崎貝塚土錘一覧

図 版

番 号

出 土 区

・ 層 位
形 態

法  量 (cm・ ′ )
図 版

番 号

出 土 区

・ 層 位
形 態

法  量 (cal・ ′ )

長 さ 歎
径
子L径 重 量 長 さ 歎

径
子し径 重量

6-19

20

21

22

7-22
23

24

8-22

9-21
11-32

38

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45
46

47

48

49

50

51

52

53

13-45

46

47
48
49

50

51

52

53

Ⅷ-11

Ⅵ-11
//

Ⅶ-11

wrゴ修躍

//

″

卜南貝層

平-4

Ⅶ-10
ク

ク

″

″

″

″

″

″

″

″

ク

″

″

ク

″

″

ク

″

ク

″

″

・

ク

ク

″

ク

″

″

ク

″

Ⅶ

紡錘形

//

″

″

//

″

″

管 形
紡錘形

″

″

″

ク

″

″

//

//

//

″

//

″

″

//

″

//

″

″

//

″

管 形
紡錘形

″

//

″

″

//

″

//

球 形
″

一
５．６
６４

一
３．９

４．７

・

一
４．０

那
３．５
３．８
８，８

蠅
５。２

５．４

５．７

５．６
６．２

５．２

４．０

４．２
ｍ

５．０

．

．
３．９
４．９
３．８
５．２

５．４

５，７

６．．

ゎ

３．５

5B

6.6

■5

■7

1.5

■2

■3

1.2

■8

19

■4

1.1

■2

10

■2

09

1.1

■3

1.5

1.5

1.5

1.3

1.6

■7

1.8

2.2

23

1.9

2.3

2.3

2.0

■9

1.6

0.9

■2

■7

■4

■7

2.1

2.0

30

4.2

0.4

0,3

0.3

0.4

0.3

0.3

04

04

04
0.3

0.4

0.3

0.3

0.3

0.2

04

0.4

0,4

0.5

0.3

0.3

0.5

0.4

0.4

0.6

06
0.6

05

0.5

0.4

0.6

0,3

0.3

05
03
0.4

0.4

0.5

0.4

0.6

12.7

12.5

5.6

5.2

8.0

4.1

4.3

4.1

3.6

4.0

4.6

6.8

11.0

8.8

94

1■4

7.7

90

12.1

23.0

22.4

19.0

30

8.2

9,0

6.2

131

22.2

23.3

23.3

4-28
29

30

31

32

38

34

35

5-24
25

26

27

28

29

30

31

32

6-33

34

35

36

37

38

39

40

41

42
43
44
45
46

47
48

49

50

51

52

1

1

1

Ⅷ-8
ク

//

″

″

″

″

//

V-3
″

ク

″

//

Ⅷ-3

V-3
V-3
Ⅶ-3

Ⅵ-2
//

//

//

Ⅶ-2

Ⅵ-2
″

//

″

//

//

Ⅶ-2

Ⅵ-2
ク

″

//

″

″

″

″

紡錘形

″

″

ク

″

″

″

″

//

″

ク

//

//

//

//

俵 形
球 形
紡錘形

″

″

″

//

ク

//

//

″

//

″

//

ク

″

//

″

″

ク

ク

球 形

3.6

31

4.1

8.5

5,6

6.5

4.4

3,9

4,7

4.7

6.4

6.1

5,7

4.6

3.6

4.3

4.1

4.6

4.6

4.5

4.4

4.4

4.8

46

4.8

5,0

4.0

6.2

45

5,8

6.1

5.2

5.0

5.7

3.0

■6

■0

■2

2.4

■5

■9

0.6

■8

■2

1.1

■3

■7

2.0

2.5

2.1

3.5

4.4

■3

■4

■0

■0

■5

■4

■3

■4

■9

■5

■3

1.9

1.6

2.1

■4

■6

■8

2.0

2.1

34

0.3

0.3

0,3

0.5

0.2

0.3

0.4

0.5

0.3

0.3

0.3

0,4

0.5

0.6

0.4

0,9

07

0.4

0,3

0.4

0.3

0.4

0.5

0.3

0,4

0.5

0.5

0,4

0.5

0.4

0.5

0.3

0.4

0.6

0.3

0.5

0.5

8.2

32

4.4

27.3

12.0

15。9

10.7

4,7

150

G8.3

21.9

43,7

662
5。8

6.1

3.6

6.0

6.7

6.0

5.9

7.6

12.2

8.6

6.7

15.5

13.8

17.4

13.3

14.4

16.8

15。 1

21,0

332
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調査区域は住居区であったと考えられる。

(か 骨角器 (図版 17-■ ～ 14)

11は鹿角製で、中央に錆が付着しており、刀子の柄である。丁寧に磨かれ、やや湾曲する。13は

鹿角を切断したもので、大きさからみて、刀子の柄の未成品とも考えられる。12～14は鹿の骨で鋭

利な切断痕が残る。用いられた時期は鉄器と同時期のものと考えられる。

(3)輔の口と鉄塊 (鉄澄 )(表 8、 挿図 8、 図版 7-25)

Ⅶ区ゴヒ貝層から輪の口の破片が 2個出上した。うち実測しえたもの (25)|ま 、外径約 6 cln、 内径

2.2clll.厚 み 2 2 cIIlを測る。一端が焼けて黒色に変イヒしている。

鉄塊は挙大のものがこの層から1個、Ⅶ区11層から1個、平区4層 (下層 )か ら1個の 3個出土

している。出土した層の時期から判断して、古墳時代後期 (7世紀 )の ものと考えられる。鉄塊の

分析調査を、新日本製鐵株式会社名古屋製鐵所へ依頼した。その分析結果は第 6章のとおりである。

表 4 松崎貝塚鉄器・骨角器一覧

図版番号 用  途 出土区・層位 材質 考備

117-

17- 2

17- 3

17- 4

17- 5

17- 6

17- 7

17- 8

17- 9

17-10

17-11

17-12

17-13

紡 錘 車

子

具

　

先

刀

餃

　

鋤

鏃

//

//

環

刀子の柄

未 成 品

″

Ⅷ -11

Ⅵ一北員層

Ⅶ -2

Ⅵ -9

//

//

Ⅶ -2

Ⅶ -8

Ⅵ -9

Ⅶ ― H

Ⅵ -9

Ⅶ -10

Ⅵ -2

鉄

″

″

″

″

″

″

″

″
ク
弟中

″

　

　

″

長 さ 25。 2 cal、 心棒径 0.5 cm、 円盤径 4.l cm、 円盤厚

み 0.3 clll。 心棒の一端が尖る。

刃の部分が研 ぎ減っている。

同  上。

同  上。

留金具が帯側の方を向いたまま錆化している。

断面は「 V」 形をなす。

全長 10。 l cal。

一方の断面は円形で、 もう一方は方形に変化してい

る。

先端部欠損。折れまがっている。

径 4 mlnの鉄棒を使用 している。

金面が磨かれている。中央部に孔が うがたれ、錆 が

付着。

切断痕が残る。

切断痕が残る。刀子の柄の未成品か。       |
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挿図7 永楽通宝拓影 (1:1)

表 5 松崎貝塚石器一覧

3 石器類 (表 5、 図版 15-33～ 42、 37)

石器は砥石を主体にしている。用途・石材お

よび特徴については表 5に示すとおりである。

4 貨幣 (挿図 7、 図版 30)

永楽通宝が 1個出土している。嘲 は、

区北西角の 2層 で、直径 25m咀 厚み 1,8mm、

央の四角形の孔の一辺 5。2 mmをはかる。

Ⅶ

　

中

図版番号 用 途 出土区 。層位 石   材 考備

15-33

15-34

15-35

15-36

15-37

15-38

15-39

15-40

15-41

15-42

砥  石

(支柱)

砥 石

ク

不 明

//

Ⅶ -11

V-4

Ⅵ一北員層

Ⅶ -2

V-4

Ⅶ -10

Ⅶ -2

″

V-4

Ⅵ -9

流  紋  岩

凝  灰  岩

岩

岩

泥

砂

岩砂

凝 灰 質 砂 岩

片岩～片麻岩

玄  武  岩

面取 りされている。

扁平な両面と側面を使用。

一部に細い条痕がある。

扁平な面の片面中ほどに方形の突起がある。

側面はすり減っている。加熱を受けた痕跡が

ある。

長径方向の両端は、中央がムくらみをもって

す り減っている。短径方向の四角が 2～ 3箇

所凹む。

断面が台形状をなす ものとみられ、使用面が

3面残る。

扁平な両面とその周囲の面が使用 されている。

一部に細い条痕がある。

断面が台形状をなす ものとみられ、使用面が

2面残る。

全面が平滑で、特に片面はなめらかである。

この面に細い条痕がある。
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ブロック

種名

北  貝  層 南  貝  層

個体数 % 個体数 %

枚

貝

類

ハマグリ

マテガイ

マガキ

オキシジ ミ

シオフキ

オオノガイ

サルボウ

カガ ミガイ

441
70
65
43
23
2

2

1

59.92

9.51

8.83

5.84

3■ 3

0.27

0.27

0.14

73
3

36
8

12

1

1

17.68

0.73

872
■94
2.91

0.24

0.24

小   計 647 87.91 134 32.46

腹

足

類

ニナの類

キセルガイ

ツメタガイ

アカニ シ

タマキ ビの類

マイマイの類

スガイ

56

24
3

2

2

2

監61

3.26

0.41

0.27

0.27

0.27

258
5

6

6

1

1

2

62.47

1.21

■45
■45
0.24

0.24

0,48

小  計 89 12.09 279 6■ 54
計 736 100.00 413 100,00

第 2節 自然遺物

1 貝類 (表 6、 図版 39)

表 6 松崎貝塚Ⅵ区北および南貝層の貝類組成 Ⅵ区北および南貝層の中央でバ

ケツ 1杯分 (約 0.005m3)採 集し

たものの貝類組成は表 6に示すと

お りである。二枚員類については

殻の合せ日の数を三分して個体数

とした。マテガイの実数は もっと

多いとみられる。ハマグリは殻長

5 0 mlnは どの中形が主体である。

マガキは河ヽ形のものが多い。ゴヒ貝

層か らはウニを微量検出した。

2 獣骨類 (図版 39)

総数で36点 ある。うちⅥ区21点、

Ⅶ区15点 である。全体に鹿の骨が

多 くみ られる。主なものをあげる

と次のようである。

鹿の角 (Ⅵ 区=2層・ 6層・ 9

層・北貝層、Ⅶ区=8層・10層 。11層 )、 馬の歯 (Ⅶ 区=北貝層、Ⅶ区=2層・10層 )、 いのしし

の歯 (Ⅶ 区=2層 )、 犬の歯 (Ⅵ 区=9層、南貝層、Ⅷ区=10層 )、 鳥の骨 (Ⅵ 区=北貝層 )、 海
亀の甲ら (Ⅷ 区■11層 )な どがある。この他、Ⅵ区ゴとおよび南貝層中から小魚骨片を徴量検出した。

この分野に関しては、今後 さらに検討を加 えたい。

3 人骨出土状況

昭和 54年 8月 6日 に名鉄常滑線の踏切工事に伴い人骨 らしいものが出上 した旨、工事業者か ら教

育委員会へ連絡が入った。出上した場所 (図版 2の0印 )力＼松崎貝塚の範囲内とみられることから、

担当職員がす ぐに現場へ向ったが、人骨は現場の作業者の手によって埋めもどされていた。そこく

その地点を再度掘 り下げたところ、現地表面下約50clmの ところから、まとめて埋めもどされていた

人骨を収集 した。人骨は水の湧出する灰色の砂層中か ら出土 したものであるが、当初の出土状態に

ついては全 く不明である。伴出遺物としては、同層か ら製塩土器 (4類 )の小片が出土している。

以上のような出土状況であり、人骨の出土状況や遣構等を明確にできないが、時期 としては一応、

製塩土器 4類の用いられた時期 (8世紀 )以後の ものと考えている。
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表
7 
松
崎
貝
塚
土
器
類
一
覧

― ∞ ド ー

図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
.層
位

色
調

考
備

5
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 1
1 12 1
3 14 1
5 16 1
7 18 1
9 20

須
恵
器

|

無
霊
高
ナ 不

高
 
杯

無
蓋
高
邦

高
  
ナ 不

短
顎
重

甦 甑

蓋
不

身
不

Ⅷ
 -
11

Ⅵ
 -
11

Ⅶ
 -
11

Ⅵ
 -
11

Ⅶ
 -
11

青
灰
色

灰
 
色

責
灰
色

灰
  
色

白
灰
色

灰
  
色

青
灰
色

暗
灰
色

青
灰
色

暗
灰
色

青
灰
色

黒
褐
色

白
灰
色

青
灰
色

白
灰
色

青
灰
色

灰
 
色

口
縁
部
と
天
丼
部
の
境
で
段
を
な
し
て
、
稜
を
わ
ず
か
に
作
り
出
す
。
胎
土
は
砂
礫
が
混
入
す
る
。

口
縁
部
と
天
丼
部
の
境
の
沈
線
間
に
稜
を
作
り
出
す
。
口
端
は
丸
み
を
も
つ
。
天
丼
部
は
丸
く
、
上
半
は
へ
ら
削
り
。

同
  
上
。

日
縁
部
と
天
丼
部
の
境
で
段
を
な
し
、
稜
を
作
り
出
す
。
日
端
は
丸
い
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
端
部
は
丸
い
。
受
部
は
外
上
方
に
わ
ず
か
に
の
び
端
部
は
丸
い
。
底
部
下
半
は
へ
ら
削
り
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
中
は
ど
で
屈
折
し
、
口
縁
部
は
直
立
気
味
と
な
る
。
底
部
下
半
は
へ
ら
削
り
で
、
底
面
径
が
大
き
い
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
、
短
い
。
受
部
は
、
わ
ず
か
に
の
び
、
下
方
に
沈
線
が
1条
め
ぐ
る
。
底
部
は
丸
み
を
も
ち
、
全
面

に
茶
色
の
自
然
釉
が
か
か
り
、
一
部
剣
離
し
て
い
る
。

た
ち
あ
が
り
は
わ
ず
か
に
内
傾
し
て
の
び
、
短
く
、
端
部
は
丸
い
。
受
部
は
横
に
の
び
端
部
は
丸
い
。
底
部
も
丸
み
を
も
つ
。
厚
手

の
も
の
で
、
器
高
が
高
い
。

郭
部
は
外
方
に
ひ
ろ
が
り
、
中
ほ
ど
に
稜
を
作
り
出
す
。
端
部
は
丸
い
。

脚
部
は
細
く
、
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
端
部
に
至
る
。
中
ほ
ど
に
沈
線
が
2条
め
ぐ
る
。
端
部
は
垂
直
の
面
を
な
す
。
胎
土
は

砂
隣
が
多
く
混
じ
る
。

不
都
中
ほ
ど
に
沈
線
が
1条
め
ぐ
り
、
日
縁
部
イよ
直
立
気
味
に
た
ち
あ
が
る
。
脚
部
は
大
き
く
開
き
、
短
い
。
中
は
ど
に
丸
味
を
も

つ
た
稜
を
作
り
出
し
、
端
部
は
丸
い
。

杯
部
の
中
ほ
ど
に
浅
い
沈
線
が
2条
め
ぐ
る
。
日
縁
部
は
横
に
張
り
出
し
て
の
び
る
。
内
底
面
に
三
角
形
の
刻
印
が
あ
る
。

脚
部
は
長
脚
で
、
下
方
に
至
り
大
き
く
開
く
。
中
ほ
ど
に
2条
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
上
下
2段
長
方
形
の
透
し
を
三
方
に
配
す
。

小
型
で
低
く
横
に
張
っ
た
体
部
に
直
立
す
る
日
顎
部
が
つ
く
。
体
部
中
ほ
ど
に
沈
線
が
1条
め
ぐ
る
。

低
く
横
に
張
っ
た
体
部
に
、
や
や
外
方
に
の
び
る
日
頸
部
が
つ
き
、
端
部
は
尖
が
る
。

肩
の
張
っ
た
体
部
に
、
や
や
外
方
に
の
び
る
日
頸
部
が
つ
き
、
端
部
は
内
側
に
屈
曲
し
、
丸
み
を
も
つ
。

替
念
冦
皇
密
!｀
配
暴
示
留
繊
塩
2毛
弊
畠
iオ
棄
雪
升
象
象
串
惚
と
を
督
葉
急
奪
客
ド
己
緑
E召
督
娯
急
森
示
森
盛
∫
外
反
し
二
重

口
縁
部
は
わ
ず
か
に
外
方
に
開
き
、
断
面
三
角
形
の
ふ
く
ら
み
を
2条
形
成
す
る
。
胴
部
に
斜
め
の
叩
き
を
施
し
、
中
ほ
ど
に
沈
線

が
1条
め
ぐ
る
。

胴
部
外
面
に
叩
き
を
施
し
、
内
面
は
指
な
で
に
よ
っ
て
調
整
す
る
。
底
部
内
外
面
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。
底
は
半
月
形
の
孔
を
相
対

し
て
う
が
ち
、
中
央
に
1本
の
橋
部
を
残
す
。

底
面
片
で
、
中
央
に
円
形
の
孔
を
う
が
ち
、
そ
の
周
囲
の
四
方
向
に
凸
レ
ン
ズ
状
の
孔
を
う
が
つ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
傭

5
-2
1 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

須
恵
器

灰
釉
陶
器

鉢

無
台
ナ 不
身

郭
  
身

(l
ln
)

不
  
身

盤 　 窮

蓋

備 囲 　 　 　 ″ 　 　 　 　 ″

Ⅶ
 -
11

Ⅶ
 
-1
1

Ⅶ
 
-1
1

Ⅵ
 
-1
1

Ⅷ
 
-1
1

褐
  
色

灰
  
色

暗
灰
色

青
灰
色

黒
  
色

暗
灰
色

黒
褐
色

灰
  
色

黒
  
色

白
灰
色

脚
部
に
長
方
形
の
透
し
を
配
す
。

口
頸
部
上
方
で
わ
ず
か
に
ふ
く
ら
む
稜
を
形
成
し
、
日
縁
部
に
奎
る
。

日
縁
部
を
下
方
に
折
り
曲
げ
る
。

口
縁
部
を
内
側
に
む
け
て
小
さ
く
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

日
縁
部
を
わ
ず
か
に
直
立
さ
せ
、
日
端
に
斜
め
の
平
壇
面
を
作
り
出
す
。
体
部
は
や
や
張
り
出
す
。

体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
底
部
は
回
転
へ
ら
削
り
調
整
。

体
部
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が
の
こ
る
。

体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
底
部
は
回
転
糸
切
り
で
、
直
線
の
刻
印
が
あ
る
。

回
転
糸
切
り
の
底
部
か
ら
腰
部
が
斜
め
に
た
ち
あ
が
り
、
日
縁
部
は
直
立
す
る
。

体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
、
口
端
が
わ
ず
か
に
外
反
す
る
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
断
面
が
菱
形
を
な
し
、
外
方
に
開
く
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
わ
ず
か
に
外
反
し
、
端
部
は
丸
い
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
外
反
し
、
端
部
は
丸
み
を
も
ち
、
高
い
。

6-
1

2 3 4 5 6 7 8

土
師
器
高
  
ナ 不

甑
Ⅵ
 -
11

Ⅶ
 -
11

1ヽ 
-1
1

褐
  
色

明
褐
色

淡
桐
色

自
灰
色

褐
  
色

赤
褐
色

淡
褐
色

松
輩
ネ
鍋
議
?籍
孝
F部
分
に
刷
毛
調
整
を
施
す
。
脚
部
は
筒
形
を
な
し
下
半
に
至

鍵
翠
?裾
が
横
に
の
び
円
継
形
を
な
す
。
中
ほ
ど
に
円
形
の
透
し
穴
を
1個
う
が
つ

把
手
。
円
形
の
も
の
を
斜
め
に
方
に
む
け
て
つ
け
る
。

り
大
き
く
償
に
の
び
る
。
BH
部
は
へ
ら
胸
|り
の

,L
Hl
tt
hi
は
へ
ら
削
り
で
、
他
は
な
で
JI
j 
14
を

把
手
。
先
端
が
や
や
尖
が
り
気
味
の
、
太
日
の
も
の
を
つ
け
る
。
胎
ti
は
砂
礫
が
多
く
ll
L
じ
る
。

把
手
。
三
角
形
の
も
の
を
斜
め
上
方
に
む
け
て
つ
け
る
。
内
外
1面
と
も
刷
毛
調
帯
を
施
す
っ

胴
部
は
馬
球
形
を
な
す
。
輪
積
み
成
形
で
、
外
面
は 「
寧
な
な
で
調
整
を
施
す
。

Bl
al
部
は
誦
球
形
を
な
す
。
BI
Hl
部
ド
半
は
へ
ら
削
り
を
施
す
.胎
li
は
砂
粒
が
多
く
il
Lじ
る
。

底
部
が
直
立
し
て
突
出
す
る
。
内
面
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。
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6
9

10 11 12 1
3 14 15 16 17 1
8

土
師
器

窮

(褒
?)

(/
/?
)

Ⅶ
 -
11

Ⅶ
 -
11

Ⅶ
 -
11

褐
 
色

淡
褐
色

黒
褐
色

淡
褐
色

暗
褐
色

淡
褐
色

底
部
が
わ
ず
か
に
張
り
出
す

底
部
は
直
立
し
て
突
出
し
、

削
り
。

日
端
が
わ
ず
か
に
突
出
し
、

を
施
す
。

日
端
が
わ
ず
か
に
突
出
す
る

な
で
調
整
を
施
す
。

。
全
面
な
で
調
整
。

下
端
は
押
さ
え
つ
け
ら
れ
粘
上
が
外
方
へ
は
み
出
す
。
底
面
に
植
物
織
維
圧
痕
付
着
。
内
底
面
は
へ
ら

直
立
す
る
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
日
頸
部
内
外
面
は
横
な
で
調
整
を
施
す
。
胴
部
は
細
か
い
刷
毛
調
整

。
口
顔
部
外
面
は
横
な
で
、
内
面
は
横
の
刷
毛
調
整
を
施
す
。
胴
部
外
面
は
縦
の
刷
毛
調
整
、
内
面
は

口
端
が
上
方
に
突
出
し
、
端
部
は
鋭
い
。
日
頚
部
内
外
面
は
横
な
で
調
整
、
胴
部
は
細
か
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。

内
外
面
と
も
横
な
で
調
整
を
施
す
。

口
端
が
わ
ず
か
に
肥
厚
す
る
。
日
頸
部
内
外
面
と
も
丁
寧
な
横
な
で
を
施
す
。

直
線
的
に
外
方
に
大
き
く
開
く
台
脚
で
、
端
部
は
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、
粘
土
が
は
み
出
す
。
な
で
に
よ
る
調
整
を
施
す
が
雑
で
あ
る
。

小
型
の
台
脚
。
外
面
は
な
で
調
整
、
内
面
は
指
頭
痕
が
残
り
、
下
端
は
押
え
つ
け
ら
れ
、
内
側
に
粘
土
が
は
み
出
る
。

同
  
上
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11

須
恵
器

郭
 
身

無
蓋
高
不蓋

ナ 不

不
高

蓋

無
台
ナ 不
身

Ⅵ
―
封
ヒ
貝
層
黒
褐
色

青
灰
色

白
灰
色

黒
  
色

責
灰
色

青
灰
色

暗
灰
色

灰
  
色

淡
責
色

黄
灰
色

褐
  
色

全
体
に
丸
み
を
も
つ
。
天
丼
部
と
日
縁
部
の
境
に
わ
ず
か
に
稜
を
作
り
出
す
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。

禾
井
部
が
扁
平
で
、
日
縁
都
と
の
境
に
わ
ず
か
に
稜
を
作
り
出
し
、
口
縁
部
は
直
立
す
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
短
く
の
び
、
日
端
は
丸
い
。
受
部
は
わ
ず
か
に
横
に
突
出
し
、
端
部
は
丸
い
。
底
部
は
丸
み
を
お
び
る
。

底
都
外
面
に
こ
げ
茶
色
の
自
然
釉
が
か
か
る
。

環
量
冤
詈
書
唇
掻
暮
猶
豫
景
縁
雰
孝
F撮
豊
[毯
患
壊
忌
葛
急
禄
骨
拳
奢
雄
教
B景
計
外
面
下
方
に
2条
の
凸
線
が
め
ぐ
り
、
そ
の

不
部
は
丸
み
を
も
っ
て
た
ち
あ
が
り
、
口
端
は
丸
い
。
口
縁
部
内
面
に
沈
線
が
1条
め
ぐ
り
、
外
面
に
稜
を
作
り
出
す
。

上
半
は
細
身
で
直
立
し
、
下
半
は
外
方
に
大
き
く
開
き
、
下
端
を
折
り
曲
げ
縁
帯
を
作
り
出
す
。
中
は
ど
に
2条
の
沈
線
が
め
ぐ
る
。

胎
土
は
砂
粒
が
混
じ
る
。

据
部
が
大
き
く
直
線
的
に
開
き
、
斜
め
の
縁
帯
を
作
り
出
す
。

下
方
で
折
り
曲
げ
ら
れ
、
そ
の
部
分
に
稜
を
作
り
出
す
。
下
端
は
わ
ず
か
に
肥
厚
し
、
外
方
へ
張
り
出
す
。

宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
天
丼
部
か
ら
丸
み
を
も
っ
て
口
縁
部
に
至
り
、
内
面
に
か
え
り
を
も
つ
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

擬
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
も
ち
、
口
縁
部
が
長
く
の
び
る
。
天
丼
部
内
面
に
直
線
の
刻
印
が
あ
る
。

回
転
糸
切
り
の
底
部
か
ら
、
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
も
っ
て
た
ち
あ
が
る
体
部
を
も
つ
。
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図
版
番
号
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種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

7
-1
2 13 14 15 16 17 18 19 20 21

須
恵
器

土
師
器

甕

'不

  
蓋

鉢 碗 甑 甕

Ⅵ
一
北
貝
層
青
灰
色

暗
灰
色

茶
褐
色

黒
褐
色

灰
  
色

淡
褐
色

茶
褐
色

淡
褐
色

大
型
の
も
の
。
日
顕
部
は
外
方
に
開
き
、
口
縁
部
は
わ
ず
か
に
肥
厚
し
て
縁
帯
部
を
作
り
出
す
。
2条
1組
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、

そ
の
間
に
櫛
状
刺
突
文
を
配
す
。
内
外
面
と
も
暗
緑
色
の
自
然
釉
が
か
か
る
。

日
縁
部
を
下
方
に
折
り
曲
げ
る
。

体
部
は
半
円
形
を
な
し
、
日
縁
部
が
わ
ず
か
に
外
反
し
、
日
端
に
平
坦
面
を
作
り
出
す
。

底
部
が
円
盤
状
に
張
り
出
す
も
の
。
底
面
は
糸
切
り
で
、
半
円
形
の
刺
突
を
全
面
に
施
す
。

高
台
の
下
方
が
肥
厚
し
、
丸
み
を
も
つ
。

把
手
を
つ
け
る
。
口
縁
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
、
端
部
は
丸
い
。
外
面
は
刷
毛
、
内
面
は
な
で
に
よ
る
調
整
を
施
す
。
外
面
に
煤

が
付
着
す
る
。
胎
土
は
砂
粒
が
混
じ
る
。

把
手
。
斜
め
上
方
に
の
び
る
大
き
な
も
の
を
つ
け
る
。

日
額
部
が
わ
ず
か
に
外
反
し
、
口
端
は
丸
い
。
胴
部
外
面
と
内
面
中
ほ
ど
に
刷
毛
調
整
を
施
し
、
他
は
横
な
で
調
整
で
あ
る
。

日
部
が
大
き
く
外
反
し
、
日
端
は
わ
ず
か
に
上
方
に
突
出
す
る
。
日
頸
部
内
外
面
は
丁
寧
な
横
な
で
調
整
を
施
し
、
胴
部
内
面
は
刷

毛
調
整
で
あ
る
。

器
形
は
同
上
。
胴
部
外
面
に
太
い
刷
毛
目
が
わ
ず
か
に
残
る
。

8-
1

2 8 4 5 6 7 8 9

10 1
1

須
恵
器

杯
  
蓋

短
頸
壷

無
蓋
高
rT
h

甑

身 蓋
壷

Ⅵ
―
南
貝
層

″

黒
  
色

青
灰
色

黒
灰
色

灰
  
色

黄
灰
色

黒
  
色

灰
  
色

白
灰
色

黄
灰
色

灰
 
色

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
、
日
端
は
丸
い
。
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
受
部
下
方
に
沈
線
が
1条
め
ぐ
る
。
底
部
は
へ
ら

削
り
調
整
を
施
す
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
、
日
縁
部
は
直
立
気
味
で
あ
る
。
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
下
底
部
は
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が

目
立
つ
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
、
短
い
。
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
受
部
下
方
は
直
立
気
味
と
な
り
、
下
底
部
に
至
る
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
る
。
受
部
は
わ
ず
か
に
張
り
出
す
。
深
さ
が
浅
く
高
不
か
も
し
れ
な
い
。

丸
み
を
も
っ
た
形
態
で
、
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

小
型
で
、
体
部
上
方
が
横
に
張
り
出
し
、
沈
線
が
1条
め
ぐ
る
。
直
立
し
た
口
頚
部
を
つ
け
る
。
底
部
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。
底
面

に
「
N」
の
刻
印
が
あ
る
。

馬
球
形
の
体
部
に
沈
線
が
2条
め
ぐ
る
。
底
部
は
へ
ら
削
り
。

杯
部
は
19
る
や
か
に
た
ち
あ
が
り
、
外
方
に
開
く
。
日
縁
部
内
面
に
浅
い
沈
線
が
1条
め
ぐ
り
、
外
面
に
は
稜
を
作
り
出
す
。
脚
部

は
上
方
が
直
立
気
味
で
下
方
は
直
線
的
に
大
き
く
開
き
、
縁
特
に
至
る
。

底
面
。
中
央
に
円
形
の
孔
を
う
が
ち
、
そ
の
周
囲
4箇
所
を
凸
レ
ン
ズ
形
に
切
り
取
る
。

上
端
が
わ
ず
か
に
く
ば
ん
だ
台
形
状
の
つ
ま
み
を
つ
け
、
口
縁
部
は
長
く
直
立
気
味
に
の
び
、
日
端
は
わ
ず
か
に
外
反
す
る
。
外
面

中
ほ
ど
に
櫛
状
刺
突
文
を
め
ぐ
ら
す
。
天
丼
部
お
よ
び
内
面
に
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
外
面
に
薄
緑
色
の
釉
が
か
か
る
。

扁
平
な
天
丼
部
に
直
立
す
る
日
縁
部
を
作
り
出
す
。
外
面
に
暗
緑
色
の
釉
が
か
か
る
。
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図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

8
12 13 14 1
5

16 17 1
8

19

須
恵
器

土
師
器

(高
杯
?)

甑

(壷
)

瓶 　 箋 　 ″

Ⅵ
一
南
貝
層
黒
褐
色

淡
茶
色

淡
褐
色

褐
 
色

淡
褐
色

褐
  
色

淡
褐
色

暗
褐
色

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
外
方
に
張
り
出
し
、
断
面
が
菱
形
を
な
す
。
胎
土
は
砂
礫
を
含
む
。

長
胴
形
で
、
日
頚
部
は
直
線
的
に
外
方
に
開
く
。
胴
部
外
面
お
よ
び
口
縁
部
内
面
に
細
か
い
刷
毛
調
整
を
施
し
、
日
縁
部
内
外
面
は

な
で
調
整
で
あ
る
。
胴
部
内
面
に
輪
積
み
の
痕
が
み
ら
れ
る
。
外
面
に
煤
が
付
着
す
る
。

日
部
は
直
線
的
に
外
方
に
の
び
、
日
端
が
突
出
し
、
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
口
頚
部
内
外
面
は
丁
寧
な
横
な
で
調
整
を
施
し
、
胴
部

内
外
面
は
細
か
い
刷
毛
を
施
す
。

日
部
は
直
線
的
に
外
方
に
の
び
、
日
端
は
丸
い
。
器
壁
が
剣
落
し
、
調
整
具
合
は
不
詳
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

士 不
都
は
丸
み
を
お
び
、
日
端
は
や
や
尖
が
り
気
味
で
あ
る
。
厚
手
で
、
輪
積
み
の
痕
が
内
外
面
に
残
る
。
全
面
な
で
調
整
を
施
す
。

外
面
の
一
部
に
煤
が
付
着
す
る
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

把
手
。
斜
め
上
方
に
の
び
る
太
日
の
も
の
を
つ
け
る
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

把
手
。
斜
め
上
方
に
の
び
る
三
角
形
状
の
も
の
を
つ
け
る
。

手
づ
く
ね
土
器
で
、
内
外
面
と
も
指
頭
痕
が
残
る
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

9
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13

須
恵
器

無
台
オ 不
身

有
台
不
身

不
  
蓋蓋 　 身

杯 　 郭

▼
-4

青
灰
色

黒
灰
色

灰
褐
色

青
灰
色

暗
褐
色

茶
褐
色

青
灰
色

白
灰
色

黄
灰
色

暗
灰
色

天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
に
断
面
三
角
形
の
鋭
い
稜
を
作
り
出
し
、
日
縁
部
は
直
立
し
て
の
び
、
長
い
。
日
縁
内
面
を
面
取
り
し
、
口

端
は
尖
が
る
。
天
丼
部
は
稜
近
く
ま
で
へ
ら
削
り
を
施
す
。

た
ち
あ
が
り
は
わ
ず
か
に
内
傾
し
、
長
く
の
び
る
。
日
端
内
側
に
段
を
作
り
出
す
。
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
短
い
。
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
、
端
部
は
鋭
い
。
底
部
は
わ
ず
か
に
丸
み
を
も
ち
、
底
面
は
へ
ら
削
り

を
施
す
。
胎
土
は
砂
礫
が
混
じ
る
。

た
ち
あ
が
り
は
直
立
気
味
で
あ
る
。
底
部
に
へ
ら
削
り
を
施
す
。
器
表
面
に
黒
色
粒
の
溶
出
が
み
ら
れ
る
。

た
ち
あ
が
り
は
短
か
く
、
日
縁
都
は
直
立
気
味
に
の
び
、
日
端
は
尖
が
る
。
底
部
に
へ
ら
削
り
を
施
す
。

余
雲
2}
た
後
手
持
ち
へ
ら
削
り
を
施
し
た
底
部
か
ら
、
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
て
た
ち
あ
が
る
体
部
を
も
つ
。
内
底
面
に
は
指
頭
痕

底
面
は
糸
切
り
の
後
回
転
へ
ら
音
1り
調
整
を
施
す
。

体
部
は
直
線
的
に
た
ち
あ
が
り
、
日
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
郡
は
丸
い
。
底
面
は
糸
切
り
の
後
刷
毛
調
整
を
施
す
。

体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
、
口
縁
部
は
や
や
く
び
れ
る
。
底
面
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
外
方
に
張
り
出
し
、

断
面
台
形
状
を
な
す
。

扁
平
な
擬
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
全
面
へ
ら
削
り
を
施
し
、
ゆ
る
や
か
に
下
が
り
、
日
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ

る
。

宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
へ
ら
削
り
。

日
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
は
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が
目
立
つ
。

ゆ
る
や
か
な
丸
み
を
も
つ
天
丼
部
に
、
下
方
へ
折
り
曲
げ
た
日
縁
部
を
つ
け
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。



― ］ ０ １

図
版
番
号

器
 
種

器
 
形

出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

14 15 16 17 22 2
3

24 25 26 27 28 29 80 31

須
恵
器

土
師
器

須
恵
器

土
師
器

蓋

甑 甕 　 　 ″

一 島 高
  
ナ 不

短
頸
重

細
頸
瓶

発

身

V-
4

Ⅵ
-6

白
灰
色

淡
褐
色

臼
灰
色

淡
褐
色

黒
灰
色

灰
  
色

青
灰
色

褐
  
色

青
灰
色

黒
褐
色

灰
褐
色

黒
  
色

淡
褐
色

把
手
。
先
端
の
尖
が
る
棒
状
の
も
の
を
斜
め
上
方
に
む
け
て
つ
け
る
。
胴
部
は
叩
き
を
施
す
。

台
脚
裾
部
が
横
に
広
が
り
円
盤
形
を
な
す
。
内
面
は
へ
ら
削
り
を
施
し
、
他
は
丁
寧
な
な
で
調
整
を
施
す
。

日
部
は
直
線
的
に
外
方
に
開
き
、
端
部
は
丸
み
を
も
つ
。
内
外
面
と
も
横
な
で
調
整
を
施
す
。

譴
監
を
緑
愁
穎
歩
4□
:書
妻
F齋
岳
忍
ヱ
轟
ちゞ
暑
翌
泄
咎
琢
錘
鯵
F雫
温
察
更
彎
益
F?
印
語
警
懸
客
箸
僣
ζ
百
認
禁
逸
琴
な
:

扁
平
な
天
丼
部
に
丸
み
を
も
っ
た
口
縁
部
が
の
び
る
。
そ
の
境
に
段
を
な
し
て
稜
を
作
り
出
す
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

扁
平
な
天
丼
部
と
外
方
に
開
く
日
縁
部
の
境
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

た
ち
あ
が
り
は
直
立
し
、
国
端
は
尖
が
り
気
味
で
あ
る
。
受
部
は
横
に
の
ひ
(端
部
は
鋭
い
。
底
部
は
扁
平
で
、
へ
ら
削
り
を
施
す
。

券
写
宏
ダ
讐
!来
召
写
泳
ち
兄
塚
]は
直
立
気
味
で
あ
る
。
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
受
部
下
方
に
稜
を
作
り
出
し
、
底
部
は
屈

だ
ち
あ
が
り
は
短
い
。
受
部
は
横
に
の
び
る
。
底
部
は
扁
平
で
あ
る
。

低
い
台
脚
で
、
外
方
に
大
き
く
開
き
、
縁
帯
に
至
る
。

肩
の
張
っ
た
体
部
に
、
や
や
外
方
に
開
く
口
頸
部
を
つ
け
る
。

琴
警
察
ゼ
科
掻
蔀
Zち
げ
惨
写
露
募
観
習
算
漂
呈
苦
尼
桑
雹
庭
象
を
を
読
議
し
薄
紬
示
禦
原
哲
:」

の
粘
土
を
あ
て
て
成
形
し
、
一
孔

口
縁
部
の
中
ほ
ど
が
肥
厚
し
、
日
端
は
上
方
に
突
出
し
縁
帯
を
つ
く
る
。
外
面
は
横
な
で
、
内
面
は
細
か
い
扁
U毛
調
整
を
施
す
。
堅

t｀
。

太
目
の
刷
毛
調
整
を
施
す
。

10
-

須
恵
器
杯
  
蓋

ナ 不
 
身

Ⅶ
-1
0

灰
  
色

灰
褐
色

暗
灰
色

黒
 
色

灰
  
色

黒
褐
色

灰
  
色

需偽
筈を
客&
,写
ち 否
癸 昇
蕪星
祭語
冥 塚
箭撃
算な
して
稜を
作
り 出
す。
日 縁
部は
ゆる
やか
に 曲
線を
描
い て
のび
、日

同
上
で
、
日
端
は
丸
み
を
も
つ
。

否
孝
F上
半
は
扁
平
で
、
そ
こ
か
ら
ゆ
る
や
か
に

～

み
を
も
っ
て
EI
Mに
至
る
。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
に
、
わ
ず
か
lC
et
lT
り

天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
さ
れ
扁
平
で
、
日
縁
部
は
屈
折
し
直
立
気
味
に
の
び
、
端
部
は
丸
い
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
、
受
部
は
斜
め
上
方
に
張
り
出
す
。
受
部
下
方
に
幅
太
の
沈
線
が
め
ぐ
る
。
底
部
は
へ
ら
削
り
。

た
ち
あ
が
り
は
直
立
気
味
で
、
受
部
下
方
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。
底
部
は
へ
ら
削
り
。
胎
土
は
砂
礫
が
混
じ
る
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
受
部
は
凸
帯
状
に
作
り
出
す
。
底
部
は
へ
ら
削
り
。



― ” ベ ー

図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

8 9

10 1
1 12 13 1
4 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 2
5 26 27 28

須
恵
器

身

一 喬 無
蓋
高
ナ 不 ,不

一 局 短
頸
壷

菱 甑

Ⅶ
 -
10

暗
灰
色

青
灰
色

黒
灰
色

灰
 
色

灰
福
色

暗
灰
色

青
灰
色

黒
灰
色

青
灰
色

黄
灰
色

黒
灰
色

暗
灰
色

白
灰
色色

灰

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
短
か
い
。
受
部
は
わ
ず
か
に
突
出
し
、
下
方
に
沈
線
を
2条
め
ぐ
ら
す
。

た
ち
あ
が
り
は
直
立
気
味
で
、
受
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
受
部
下
方
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。

た
ち
あ
が
り
は
わ
ず
か
に
内
傾
し
、
受
部
は
横
に
の
び
る
。
底
部
は
扁
平
で
あ
る
。

た
ち
あ
が
り
は
短
く
、
日
縁
部
内
面
を
面
取
り
す
る
。
底
部
は
扁
平
で
、
へ
ら
削
り
を
施
す
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
口
端
は
丸
い
。
底
部
は
扁
平
で
あ
る
。

中
ほ
ど
に
沈
線
を
2条
め
ぐ
ら
し
、
上
下
2段
長
方
形
の
透
し
を
三
方
向
に
配
す
。

据
部
が
横
に
の
び
、
端
部
を
折
り
曲
げ
縁
帯
を
作
り
出
し
、
縁
帯
上
方
に
凸
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。

不
部
は
ゆ
る
や
か
に
丸
み
を
も
つ
て
た
ち
あ
が
り
、
日
縁
部
内
側
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。
外
面
に
稜
を
作
り
出
す
。
脚
部
は
ゆ

る
や
か
に
開
く
。
胎
土
は
砂
粒
が
混
じ
る
。

同
  
上
。

郭
部
中
は
ど
と
脚
部
と
の
境
に
沈
線
を
め
ぐ
ら
す
。
脚
部
は
細
身
で
あ
る
。

裾
部
は
大
き
く
開
き
、
端
部
を
わ
ず
か
に
折
り
曲
げ
縁
帯
を
作
り
出
す
。
中
ほ
ど
に
沈
線
が
め
ぐ
る
。

裾
都
は
大
き
く
開
き
、
縁
特
に
至
る
。

据
部
は
大
き
く
開
き
、
斜
め
の
縁
帯
を
作
り
出
す
。

同
  
上
。

裾
部
は
大
き
く
開
き
、
斜
め
下
方
に
ひ
ろ
が
る
縁
帯
を
作
り
出
す
。
中
ほ
ど
に
沈
線
が
め
ぐ
る
。

同
  
上
。

肩
の
張
っ
た
扁
球
形
の
体
部
に
、
直
立
す
る
日
頚
部
を
つ
け
る
。
頚
部
と
体
部
に
浅
い
沈
線
が
め
ぐ
る
。

日
預
部
が
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
外
反
し
、
口
縁
帯
を
作
り
出
す
。

把
手
。
断
面
が
円
形
の
棒
状
の
も
の
を
つ
け
る
。

同
  
上
。

把
手
。
つ
け
根
が
横
に
の
び
る
板
状
の
も
の
を
つ
け
る
。
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図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

10
-2
9 30 31 32

33
 3
4 35 36 37 38 89 40 41 42 43 44 45 46 47 48

須
恵
器

無
台
ナ 不
身

有
台
ナ 不
身

甑 　 ″

蓋

Ⅶ
 -
10

白
灰
色

暗
灰
色

青
灰
色

黒
灰
色

黒
  
色

暗
灰
色

茶
福
色

褐
 
色

黒
灰
色

黒
褐
色

暗
灰
色

白
灰
色

黒
福
色

灰
褐
色

黒
灰
色

把
手
。
断
面
が
円
形
の
も
の
を
つ
け
る
。

底
都
。
中
央
に
幅
太
の
僑
部
を
1本
残
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

扁
平
な
低
い
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
に
稜
を
作
り
出
す
。
天
丼
部
上
半
に
へ
ら
削
り
を
施
す
。

円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
口
縁
部
内
側
に
か
え
り
を
有
す
る
。

扁
平
な
円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。

擬
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
丸
味
を
も
ち
、
口
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

擬
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

扁
平
な
円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。

日
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
、
日
端
は
鋭
い
。

扁
平
な
形
態
で
、
日
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。

底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
を
施
し
、
腰
部
が
横
に
張
り
出
し
、
直
線
的
に
外
方
へ
開
く
口
縁
部
を
作
り
出
す
。

同
上
で
、
底
部
が
下
方
へ
わ
ず
か
に
突
出
す
る
。

底
部
は
回
転
へ
ら
削
り
を
施
す
。
体
部
は
直
線
的
に
外
方
に
開
く
。
高
台
は
、
下
端
が
外
方
へ
張
り
出
す
。

同
  
上
。

底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
を
施
す
。
体
部
は
直
線
的
に
外
方
に
開
き
、
端
部
は
鋭
い
。
断
面
菱
形
の
外
方
に
開
く
高
台
を
つ
け
る
。
器

高
は
低
い
。

底
面
は
糸
切
り
の
後
回
転
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
体
部
は
稜
を
な
し
て
た
ち
あ
が
り
、
直
線
的
に
外
方
に
開
き
、
口
端
に
平
坦
面

を
作
り
出
す
。
高
台
は
断
面
四
角
形
を
な
す
。

底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
体
部
は
稜
を
な
し
て
、
斜
め
上
方
へ
直
線
的
に
た
ち
あ
が
り
、
深
い
。
高
台
は
断
面
台
形
を

な
し
、
下
端
内
側
は
鋭
く
尖
が
る
。

器
高
の
低
い
も
の
で
、
底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
を
な
す
。

底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
体
部
は
鋭
く
屈
折
し
て
た
ち
あ
が
る
。
高
台
端
面
に
内
外
両
方
向
か
ら
へ
ら
削
り
を
加
え
、

三
角
形
状
に
作
り
出
す
。

11
- 
1

2

無
台
郭
身

黒
褐
色

淡
褐
色

糸
切
り
底
の
底
部
か
ら
斜
め
上
方
に
た
ち
あ
が
る
体
部
を
も
つ
。

糸
切
り
底
お
体
部
は
わ
ず
か
に
丸
み
を
お
び
た
ち
あ
が
る
。
上
半
は
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が
日
立
つ
。
底
面
に
直
線
の
刻
印
が
あ
る
。
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図
版
番
号

器
種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

11
-
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 18 1
4 15 16 1
7

18 19 20 2
1

22 23

須
恵
器

灰
釉
陶
器

須
恵
器

灰
釉
陶
器

須
恵
器

灰
釉
陶
器

須
恵
器

灰
釉
陶
器

蓋

細
額
瓶

広
口
瓶

瓶 盤 ナ 不 鉢 碗

(碗
)瓶

平

盤
高

Ⅶ
 -
10

責
灰
色

白
灰
色

灰
  
色

白
灰
色

灰
 
色

白
灰
色

青
灰
色

白
灰
色

黒
褐
色

淡
褐
色

灰
禍
色

黒
褐
色

黒
灰
色

黒
  
色

黄
灰
色

黒
灰
色

黒
褐
色

灰
  
色

黒
褐
色

白
灰
色

口
頸
部
が
斜
め
上
方
に
直
線
的
に
開
き
、
口
縁
部
が
わ
ず
か
に
外
反
す
る
。

扁
平
な
天
丼
部
に
、
下
方
へ
折
れ
曲
が
っ
て
の
び
る
日
縁
部
を
つ
け
る
。
天
丼
部
に
淡
緑
色
の
灰
釉
が
か
か
る
。

日
頚
部
は
斜
め
上
方
に
開
き
、
日
縁
部
は
さ
ら
に
丸
み
を
も
っ
て
外
反
し
口
縁
帯
を
作
り
出
す
。

口
縁
部
は
ゆ
る
や
か
に
丸
み
を
も
つ
て
外
反
し
、
日
端
下
方
が
わ
ず
か
に
突
出
し
、
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
内
外
面
に
淡
緑
色
の
灰

釉
を
施
す
。

耳
(杷
手
)の
部
分
。
断
面
円
形
の
粘
上
を
丸
く
つ
け
る
。
胴
部
に
叩
き
目
が
残
る
。
胎
土
は
砂
礫
が
混
じ
る
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
外
方
に
張
り
出
し
、
下
端
内
側
は
鋭
く
尖
が
る
。

胴
部
と
高
台
が
屈
折
し
、
直
線
的
で
あ
る
。
底
郡
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。

同
上
で
、
灰
釉
を
刷
毛
塗
り
に
よ
っ
て
施
す
。

底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
体
部
は
扁
平
で
、
口
縁
部
を
折
り
曲
げ
縁
帯
を
作
り
出
す
。
高
台
は
外
反
し
断
面
が
菱
形
を

な
す
。

底
面
は
回
転
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
を
な
し
、
下
方
が
外
へ
張
り
出
す
。

10
-1
1と
同
じ
。

同
  
上
。

体
部
は
扁
平
で
、
日
縁
都
が
わ
ず
か
に
屈
折
し
、
端
部
は
鋭
い
。
高
台
は
外
反
し
、
断
面
が
菱
形
を
な
す
。

糸
切
り
の
底
部
か
ら
、
斜
め
上
方
に
の
び
る
体
部
を
も
ち
、
日
縁
部
内
側
を
面
取
り
す
る
。
器
高
は
低
い
。
胎
土
は
砂
粒
が
混
じ
る
。

直
立
す
る
筒
状
の
台
脚
部
分
で
、
厚
み
が
あ
る
。

同
上
。
盤
の
底
部
は
薄
い
。

丸
み
を
も
つ
胴
部
に
、
直
立
す
る
口
頚
部
を
つ
け
る
。
口
端
は
丸
み
を
お
び
て
わ
ず
か
に
外
方
に
突
出
し
、
平
担
面
を
作
る
。

体
部
は
丸
み
を
も
ち
、
口
端
が
肥
厚
し
丸
く
な
る
。
外
面
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。

体
部
は
斜
め
上
方
に
た
ち
あ
が
り
、
日
縁
部
が
屈
折
し
外
反
す
る
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
。
内
面
に
灰
釉
が
厚
く
か
か
り
、
他
の
日
縁
部
片
が
付
着
し
て
い
る
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
断
面
は
菱
形
を
な
し
、
端
部
は
鋭
い
。
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図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
上
区
 
層
位

色
 
調

考
備

11
-2
4 25 26 27 28 29

灰
釉
陶
器

碗

有
段
皿

碗

広
口
重

Ⅶ
 -
10

臼
灰
色

灰
  
色

白
灰
色

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
内
外
面
と
も
に
丸
み
を
も
つ
三
日
月
高
台
が
つ
く
。
内
底
面
に
重
ね
焼
き
の
痕
が
残
る
。

縁
帯
が
広
く
、
表
面
に
も
段
を
有
す
る
。
高
台
は
内
外
面
と
も
丸
み
を
も
つ
三
日
月
高
台
が
つ
く
。
底
面
へ
ら
削
り
。

ξ
露
蛍
會
宅
盤
与
ヲ
整
を
施
す
。
高
台
は
内
側
に
丸
み
が
な
く
、
外
側
が
屈
折
し
て
稜
を
な
す
三
日
月
形
を
な
す
。
灰
釉
を
刷
毛
塗

底
面
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
は
下
方
が
屈
折
し
稜
を
な
す
。
灰
釉
を
刷
毛
塗
り
に
よ
っ
て
施
す
。

同
  
上
。

糸
切
り
底
で
、
わ
ず
か
に
肩
の
張
る
体
部
を
有
す
る
。

12
-
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 1
3 14 15

土
師
器

須
恵
器

(褒
?)

高
  
ナ 不

(凸
帯
)

甑 密

蓋

″

A地
点
付
近

淡
褐
色

褐
  
色

淡
褐
色

褐
  
色

灰
  
色

淡
褐
色

暗
褐
色

淡
褐
色

褐
  
色

淡
褐
色

青
灰
色

省
要
8:
伊
論
釜
円
接
筈
ほ
更
警
挟
恙
畳
冦
蟄
誓
罰
ξ
繁
矮
を
滝
手
伊
は
押
え
つ
け
ら
れ
平
坦
で
、
内
側
に
折
り
返
し
状
に
粘
上
が

台
脚
が
斜
め
下
方
に
開
き
、
据
部
が
円
盤
形
を
な
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
内
外
面
と
も
へ
ら
削
り
し
、
外
面
は
な
で
調
整
を
施
す
。

日
縁
部
の
剣
離
片
で
、
断
面
が
四
角
形
状
の
凸
帯
が
め
ぐ
る
。

寧
F粛
岳
だ
展
孫
骨
響
手
乞
Fけ
る
。
胴
部
外
面
は
太
目
の
刷
毛
調
整
を
施
す
。
内
面
に
は
輪
積
み
の
痕
が
残
味
な
で
調
整
を
施

斜
め
上
方
に
開
く
日
頚
部
を
つ
け
る
。
内
外
面
と
も
な
で
調
整
を
施
し
、
頚
部
内
側
に
横
の
刷
毛
目
が
み
ら
れ
る
。

暑
筆
ゼ
塀
馨
∈
よ
り
も
大
き
く
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
日
縁
部
内
側
と
胴
部
外
面
に
荒
く
て
深
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。
器
体
は

琴
Fが
直
立
気
味
に
た
ち
あ
が
り
、
口
縁
部
は
外
反
し
、
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
口
縁
部
は
横
な
で
、
他
は
細
か
い
刷
毛
調
整
を
施

断
面
三
角
形
状
の
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
胴
部
は
細
か
い
刷
毛
調
整
で
、
他
は
丁
寧
な
横
な
で
を
施
す
。
堅
い
。

日
縁
部
が
肥
厚
し
、
B同
部
は
薄
手
で
あ
る
。
胴
部
に
荒
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。
内
面
黒
色
。

シ
十
~プ
な
口
縁
帯
を
作
り
出
す
。

日
頚
部
が
斜
め
上
方
に
大
き
く
開
く
。
胴
部
に
細
か
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。
器
体
は
薄
い
。

内
外
面
に
指
頭
痕
の
残
る
手
づ
く
ね
上
器
。
外
面
全
体
に
煤
が
付
着
す
る
。
胎
土
は
砂
礫
を
多
く
含
む
。

日
縁
部
が
肥
厚
し
、
断
面
円
形
の
凸
帯
を
つ
け
る
。
口
端
は
幅
広
で
凹
凸
を
作
り
出
す
。
胎
土
は
砂
粒
を
含
む
。
堅
い
。

口
縁
部
が
横
に
開
き
、
端
部
は
鋭
く
尖
が
る
。
内
外
面
と
も
な
で
調
整
を
施
す
。
胎
土
は
砂
粒
を
多
く
合
む
。
器
体
は
薄
い
。

長野
範否
毒幹
t⊆
撃只
概酎
存隼
鐘
垢辮
軍三
角形
の 稜
を 作
り 出
す。
口 縁
部
は 直
立気
味に
の
び 、
端 部
に 面
を 作
り出
す。
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図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
・
層
位

色
 
調

考
備

12
-

土
師
器
広
口
靖

支
水
溝

褐
  
色
肩
の
張
っ
丈
球
形
の
胴
部
に
、
斜
め
上
方
に
長
く
の
び
る
日
頚
部
を
つ
け
る
。
日
縁
部
外
面
に
断
面
三
角
形
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
。

全
体
に
横
な
で
調
整
を
施
し
、
底
部
は
手
持
ち
へ
ら
削
り
に
よ
っ
て
整
形
す
る
。

13
-
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 1
2 13 14 1
5

16 17 18 19 20

須
恵
器

土
師
器

無
蓋
高
ナ 不

高
 
郭

有
台
郭
身

長
頚
瓶

瓶

蓋 身
ナ 4
【

ナ 不
一 局

瓶 　 蓋

横 　 不

WI
-9

白
灰
色

黒
褐
色

暗
灰
色

白
灰
色

青
灰
色

灰
  
色

灰
褐
色

黒
褐
色

青
灰
色

黒
灰
色

灰
  
色

灰
褐
色

黒
灰
色

灰
 
色

灰
褐
色

赤
桐
色色

灰
馬
平
な
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
に
断
面
三
角
形
の
稜
を
作
り
出
す
。
口
縁
部
は
直
立
気
味
に
長
く
の
び
、
日
縁
部
内
側
に
段
を
つ
け

る
。
天
丼
部
は
稜
近
く
ま
で
へ
ら
削
り
を
施
す
。

天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
に
稜
を
作
り
出
し
、
口
縁
部
は
斜
め
下
方
に
の
び
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

扁
平
な
天
丼
部
か
ら
、
口
縁
部
が
折
り
曲
げ
ら
れ
て
下
方
に
の
び
、
境
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。
外

面
に
暗
緑
色
の
釉
が
か
か
る
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
て
の
び
、
端
部
は
丸
い
。
受
部
は
ほ
ぼ
横
に
張
り
出
す
。
受
部
下
方
に
稜
を
作
り
出
し
、
底
部
は
扁
平
で
あ

る
。

た
ち
あ
が
り
は
短
く
、
肥
厚
し
、
端
部
は
丸
い
。
受
部
は
横
に
の
び
端
部
は
丸
い
。
底
部
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。
底
部
下
半
は
ろ
く

ろ
引
き
の
ひ
だ
が
目
立
つ
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

不
部
は
丸
み
を
お
び
て
た
ち
あ
が
り
、
口
縁
部
が
屈
折
し
外
反
す
る
。

裾
部
が
丸
み
を
お
び
て
外
反
し
、
端
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
縁
帯
を
作
り
出
す
。
縁
帯
の
少
し
上
に
断
面
三
角
形
の
凸
帯
を
1条
め

ぐ
ら
す
。
長
方
形
の
透
し
を
四
方
向
に
配
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

据
部
が
丸
み
を
も
っ
て
外
反
し
、
下
方
で
段
を
作
り
出
し
、
端
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。

裾
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
、
端
部
を
上
方
に
の
ば
し
縁
帯
を
作
り
出
す
。
中
ほ
ど
と
下
方
に
2条
1組
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
上

下
2段
長
方
形
の
透
し
を
相
対
し
て
配
す
。

傘
詈
▼
撃
婁
惨
1号
雇
習
警
ヤ
秦
富
髯
?思
薄
七
手
伊
禽
善
憲
写
3ど
&黒
誦
遷
宅
尾
写
浄
角
曇
景
識
妹
審
口
岳
象
彪
罹
矮
雹
あ
窺

扁
平
な
天
丼
部
に
円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
日
縁
部
を
下
方
に
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

扁
平
な
擬
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
へ
ら
削
り
。

扁
平
な
天
丼
部
に
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
口
縁
部
を
強
く
内
向
き
に
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。

器
高
の
低
い
も
の
で
、
底
面
が
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
底
都
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
し
、
断
面
が
菱
形
を
な
す
高
台

を
つ
け
る
。

日
径
の
小
さ
い
も
の
で
、
体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
へ
の
び
る
。
体
部
の
屈
折
す
る
部
分
近
く
に
、
断
面
四
角
形
の
高
台
を
つ
け

る
。
底
面
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。

球
形
の
胴
部
に
、
直
立
す
る
日
頚
部
を
つ
け
、
日
縁
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
、
口
端
を
下
方
に
の
ば
し
口
縁
帯
を
作
り
出
す
。
胴

部
と
日
頸
部
を
接
続
す
る
2段
構
成
で
あ
る
。
暗
緑
色
の
釉
が
か
か
る
。

底
部
に
へ
ら
削
り
を
施
す
。
高
台
は
断
面
四
角
形
で
外
方
に
張
り
出
す
。

器
体
の
厚
い
も
の
で
、
斜
め
下
方
に
の
び
、
裾
部
は
大
き
く
外
反
し
縁
帯
を
作
り
出
す
。
内
外
面
と
も
へ
ら
削
り
の
後
、
横
な
で
調

整
を
施
す
。

斜
め
下
方
に
の
び
、
下
端
は
円
盤
形
に
横
に
張
り
出
す
。
下
端
を
わ
ず
か
に
折
り
曲
げ
る
。
外
面
は
へ
ら
削
り
の
後
、
な
で
調
整
を

絶
す
。
器
体
は
厚
い
。
堅
い
。
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図
阪
番
号

器
 
種

器
 
形

出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

1
3
21 22 23 24 25 26 27 28 30

土
師
器

甕 甑

台
付
菱

(蓬
?)

Ⅵ
-9

茶
褐
色

灰
褐
色

褐
 
色

淡
福
色

明
褐
色

灰
褐
色

茶
褐
色

淡
褐
色

日
頸
部
が
斜
め
に
直
線
的
に
の
び
る
。
日
縁
部
内
外
面
と
胴
部
は
な
で
調
整
し
、
頸
部
内
側
に
横
の
細
か
い
刷
毛
目
が
み
ら
れ
る
。

内
外
面
と
も
荒
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。 ・
外
面
に
煤
が
付
着
す
る
。

日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
胴
部
外
面
と
口
縁
部
内
面
は
細
か
い
刷
毛
調
整
で
、
他
は
な
で
調
整
を
施
す
。
外
面
に
煤
付
着
。

頸
部
が
肥
厚
し
、
日
端
を
上
方
へ
わ
ず
か
に
突
出
さ
せ
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
外
面
は
丁
寧
な
な
で
調
整
、
内
面
は
横
の
太
い
刷
毛

調
整
を
施
す
。

口
縁
部
内
側
に
稜
を
作
り
出
す
。
内
外
面
と
も
横
な
で
調
整
を
施
す
。
外
面
に
煤
付
着
。

横
長
の
板
状
の
把
手
を
つ
け
る
。
胴
部
内
外
面
に
刷
毛
調
整
を
施
す
。

外
方
に
開
く
台
脚
で
内
外
面
に
指
頭
痕
が
残
る
。
下
端
内
側
に
折
り
返
し
が
あ
る
。
胴
部
は
刷
毛
調
整
を
施
す
。

器
高
の
低
い
台
脚
で
外
面
に
指
頭
痕
が
残
る
が
内
外
面
と
も
な
で
調
整
を
施
す
。

器
高
の
低
い
台
脚
。
下
端
に
折
り
返
し
が
み
ら
れ
、
内
外
面
と
も
な
で
調
整
を
施
す
。
胴
部
内
底
面
は
指
頭
に
よ
っ
て
整
形
し
て
い

る
。

14
- 
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10

須
恵
器

オ 不

無
台
郭
身

甑

一 局

蓋

有
台
ナ 不
身

Ⅷ
-8

灰
  
色

青
灰
色

茶
褐
色

黒
褐
色

暗
灰
色

灰
  
色

淡
褐
色

黒
  
色

青
灰
色

灰
  
色

裾
部
が
大
き
く
外
反
し
、
縁
帯
に
至
る
。
縁
帯
上
部
に
凸
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。

督
ご
揖
考
£
毒
警
振
を
ζ
重
専
け
活
を
糸
争
償
詩
ぞ
号
景
ご
醒
琴
ま
手
3唇
ξ
漁
表
耳
屡
ぎ
傘
が
多
♂
:蓉
ま
且
夢
移
堺
識
佳
査

体
部
は
丸
み
を
も
つ
。
底
面
は
へ
ら
削
り
調
整
″
施
す
。
胎
土
は
砂
礫
を
混
じ
る
。

厚
手
の
底
部
に
斜
め
上
方
に
の
び
る
日
縁
部
を
つ
け
る
。
底
面
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

糸
切
り
底
で
、
腰
部
が
丸
味
を
も
つ
体
部
を
な
す
。

糸
切
り
底
。
底
部
は
厚
く
、
体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
外
面
に
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が
目
立
つ
。

断
面
円
形
で
先
端
の
細
く
な
る
把
手
を
斜
め
上
方
に
む
け
て
つ
け
る
。

扁
平
な
板
状
の
杷
手
を
つ
け
る
。

扁
平
な
天
丼
部
に
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
口
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
。
天
丼
部
に
黒
色
の

釉
が
力
〉 か
る
。

丸
み
を
お
び
た
天
丼
部
に
円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
日
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
へ
ら
削
り
。

器
高
の
高
い
も
の
で
、
体
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
高
台
は
外
反
し
、
断
面
が
菱
形
を
な
す
。
底
部
は
へ
ら
削
り
調
整

を
施
す
。

同
  
上
。



ｌ ω ∞ ―

図
版
番
号

器
 
種

器
 
形
出
土
区
 
層
位

色
 
調

考
備

14
-1
3 14 15 16 17

18
 1
9 20 21 22 23 24 25 86 37 38

39
～
41

42
 4
3 44 45 46 47

土
師
器

須
恵
器

土
師
器

灰
釉
陶
器

身 　 蓋

郭 　 郭

盤 碗 発 瓶 碗 ll″ 　 碗 　 ″ 　 ″ 　 阻

Ⅶ
-8

褐
  
色

暗
灰
色

黒
灰
色

青
灰
色

黒
灰
色

淡
褐
色

黒
褐
色

淡
褐
色

黒
  
色

灰
  
色

淡
褐
色

白
灰
色

灰
  
色

臼
灰
色

白
灰
色色

灰

底
径
が
大
き
く
、
斜
め
上
方
に
の
び
る
低
い
体
部
を
も
ち
、
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
内
外
面
と
も
丁
寧
な
回
転
な
で
調
整
を
施
す
。

天
丼
部
は
平
ら
で
へ
ら
削
り
を
施
す
。
口
縁
部
は
端
部
の
鋭
い
か
え
り
を
作
り
出
す
。

底
部
は
へ
ら
削
り
。
浅
く
斜
め
上
方
に
開
く
体
部
に
丸
く
折
り
曲
げ
た
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
を
な
し
外
反
す

る
。

体
部
は
浅
く
直
線
的
に
開
き
、
日
縁
部
外
面
に
稜
を
作
り
出
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
で
端
部
は
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。
底
部
は
へ
ら

削
り
。

体
部
は
わ
ず
か
に
丸
み
を
も
ち
、
日
縁
部
は
直
立
気
味
で
あ
る
。
断
面
四
角
形
の
高
台
を
つ
け
る
。
底
部
は
糸
切
り
で
直
線
の
刻
印

が
あ
る
も
内
底
面
に
重
ね
焼
き
の
痕
が
み
ら
れ
る
。

口
顎
部
は
大
き
く
外
反
し
短
い
。
日
端
上
部
が
突
出
し
、
日
縁
帯
を
作
り
出
す
。
口
頸
部
内
外
面
は
丁
寧
な
な
で
調
整
を
施
し
、
胴

部
は
荒
く
て
太
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。

口
縁
部
内
側
と
B同
部
外
側
に
刷
毛
調
整
を
施
す
。
口
縁
部
の
も
の
は
太
い
刷
毛
で
あ
る
。

短
か
く
外
反
す
る
国
頸
部
を
作
り
出
す
。
胴
部
は
荒
い
刷
毛
調
整
を
施
し
、
内
面
に
も
刷
毛
目
が
み
ら
れ
る
。

小
型
の
も
の
で
、
胴
部
に
荒
く
て
深
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。

胴
部
に
刷
毛
調
整
を
施
す
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。
外
面
に
煤
が
付
着
す
る
。

頸
部
と
胴
部
に
荒
く
て
深
い
刷
毛
調
整
を
施
す
。

球
形
の
胴
部
に
直
立
す
る
日
頸
部
を
つ
け
る
。
口
縁
部
内
側
と
胴
部
外
面
は
刷
毛
調
整
で
、
胴
部
内
面
は
へ
ら
削
り
に
よ
っ
て
整
形

す
る
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
。
内
面
に
灰
釉
を
刷
毛
塗
り
に
よ
っ
て
厚
く
施
す
。

底
部
は
へ
ら
音
」
り
。
三
日
月
形
の
高
台
を
つ
け
る
。
刷
毛
塗
り
に
よ
っ
て
灰
釉
を
施
す
。

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
三
日
月
形
の
高
台
を
つ
け
る
。
漬
け
掛
け
に
よ
っ
て
施
釉
す
る
。

日
端
は
わ
ず
か
に
外
方
に
張
り
出
す
。
日
縁
部
が
わ
ず
か
に
折
り
曲
げ
ら
れ
稜
を
な
す
。
底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
し
、
高
台
は

外
方
が
屈
折
す
る
三
日
月
形
の
も
の
を
つ
け
る
。
施
釉
は
刷
毛
塗
り
。

口
縁
部
を
欠
く
が
、
他
は
同
上
。

は
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
下
端
を
シ
ャ
ー
プ
に
作
り
出
す
。

体
部
は
丸
み
を
も
ち
、
日
端
は
丸
い
。
底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
し
、
三
日
月
形
の
高
台
が
つ
く
。
施
釉
は
漬
け
掛
け
。

日
縁
端
部
が
わ
ず
か
に
外
反
す
る
。
高
台
は
下
端
の
丸
い
も
の
が
つ
く
。
底
部
は
へ
ら
削
り
。

底
部
は
へ
ら
肖
」
り
調
整
を
施
し
、
三
日
月
形
の
高
台
が
つ
く
。
施
釉
は
刷
毛
塗
う
。
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14
-4
8 49

灰
釉
陶
器

碗 　 ″

Ⅷ
-3

自
灰
色
底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
し
、
三
日
月
形
の
高
台
が
つ
く
。
施
釉
は
刷
毛
塗
り

体
部
と
高
台
の
つ
け
根
に
え
ぐ
り
を
入
れ
る
。
底
面
は
糸
切
り
の
ま
ま
。

15
-
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 18 19

須
恵
器

灰
釉
陶
器

土
師
器

鉢

有
台
ナ 不
身

無
台
郭
身

甑 碗 ll

身 　 蓋

不 　 都

ｍ 　 ネ

耳 　 高

V-
3

Ⅶ
-
3

暗
灰
色

褐
 
色

青
灰
色

暗
灰
色

青
灰
色

淡
褐
色

灰
桐
色

白
灰
色

淡
褐
色色

灰
た
ち
あ
が
り
は
わ
ず
か
に
内
傾
し
、
端
部
は
丸
い
。
底
部
は
丸
み
を
も
ち
浅
く
、
底
面
は
へ
ら
削
り
を
施
す
。

円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
肖
」
り
。

口
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。

tB
k髯
9雫
碁
禽
為
配
摩
aそ
委
奪
琶
÷
落
伊
扁
平
で
へ
ら
削
り
調
整
を
施
し
、
下
半
は
ゆ
る
や
か
に
丸
み
を
お
び
日
縁
部
に
至
る
。

扁
球
形
の
丸
み
の
あ
る
体
部
に
、
わ
ず
か
に
外
反
す
る
短
い
口
縁
部
を
つ
け
る
。

に
嘉
り
亀
雫
袢
驚
蔀
忍
完
余
∫
ら
み
を
も
っ
た
底
部
か
ら
、
胴
部
が
斜
め
上
方
に
直
立
気
味
に
の
び
、
口
縁
部
は
わ
ず
か
に
内
側

口
縁
部
を
欠
く
が
、
器
高
の
低
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
し
、
断
面
が
四
角
形
を
な
す
高
台
を
つ
け
る
。

体
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
丸
く
お
さ
ま
る
。
高
台
は
外
側
に
張
り
出
し
、
丸
み
を
も
つ
。

静
止
糸
切
り
底
で
、
腰
部
は
丸
み
を
も
ち
、
日
縁
部
は
斜
め
上
方
に
開
く
。

危
憩
÷
ま
撃
患
ご
態
系
を
念
亀
与
F抱
呈
興
署
F平
垣
面
を
作
り
出
し
、
外
側
に
え
ぐ
り
を
入
れ
る
。
胴
都
中
は
ど
に
叩
き
を
施
し
、

底
部
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
断
面
は
三
日
月
形
を
な
す
。

同
上
。
内
底
面
に
刷
毛
塗
り
に
よ
る
施
釉
が
み
ら
れ
る
。

高
台
端
部
が
丸
い
。

底
部
へ
ら
削
り
。
高
台
と
体
部
の
境
に
え
ぐ
り
を
入
れ
る
。

日
縁
部
の
相
対
す
る
2面
を
内
側
へ
強
く
折
り
曲
げ
る
。
糸
切
底
で
あ
る
。
内
底
面
に
淡
緑
色
の
釉
が
厚
く
か
か
る
。

側
書
|ま
父
宮
閉
f好
露
事
を
福
部
は
円
盤
形
を
な
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
中
は
ど
に
円
形
の
透
し
を
1個
う
が
つ
。
外
面
は
な
で
、

高
}袷
蜘
の
裾
部
と
み
ら
れ
る
。
裾
部
で
段
を
な
し
て
ひ
ろ
が
り
、
端
部
は
丸
い
。
内
外
面
と
も
丁
寧
な
な
で
調
整
を
施
す
。

16
- 
1 2

須
恵
器

蓋 　 身

不 　 　 不

Ⅶ
-2

黒
灰
色

青
灰
色

扁
平
な
天
丼
部
に
直
立
す
る
日
縁
部
を
つ
け
る
奇
そ
の
境
に
わ
ず
か
に
段
を
な
し
て
稜
を
作
り
出
す
。
天
丼
部
上
半
は
へ
ら
削
り
を

施
す
。
口
端
は
尖
が
る
。

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
丸
く
お
さ
ま
る
。
受
部
の
端
部
は
丸
い
。
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図
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番
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形
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区
・
層
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色
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考
備

16
- 
3 4 5 6 7 8 9

10 11 1
2

13 14 1
5 16 17 1
3

19 20 21 2
2 23

須
恵
器

短
頚
重

横
 
瓶

盤

身 　 郭

不 　 高

蓋

甑

II
K 
 
身

有
台
II
I身

タ
ビ

催 鉢

1-
2

Ⅶ
-2

1-
2

Ⅶ
-2

Ⅵ
-2

Ⅷ
-2

Ⅵ
-2

Ⅶ
-2

Ⅵ
-2

灰
褐
色

灰
  
色

青
灰
色

黄
灰
色

茶
褐
色

青
灰
色

灰
  
色

黒
褐
色

青
灰
色

黒
灰
色

黄
白
色

灰
褐
色

黒
  
色

青
灰
色

茶
褐
色

黒
  
色

黒
褐
色

黒
灰
色

白
灰
色

た
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
日
縁
部
は
屈
曲
し
て
直
立
す
る
。
日
縁
部
内
側
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
す
。
受
部
は
横
に
張
り
出
し
、
受

都
下
方
に
稜
を
作
り
出
す
。
底
部
は
扁
平
で
、
器
高
は
低
い
。

杯
部
は
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
ひ
ろ
が
り
、
上
方
で
屈
折
し
、
そ
こ
に
沈
線
を
1条
め
ぐ
ら
し
、
上
方
は
直
立
し
、
日
縁
部
は
外
反

し
て
張
り
出
す
。
脚
部
は
低
く
、
大
き
く
ひ
ろ
が
り
縁
帯
に
至
る
。

器
高
の
低
い
台
脚
で
、
中
ほ
ど
で
段
を
な
し
稜
を
作
り
出
す
。

裾
部
が
大
き
く
ひ
ろ
が
り
、
端
部
を
上
方
に
わ
ず
か
に
突
出
さ
せ
、
縁
帯
を
作
り
出
す
。

扁
球
形
の
胴
部
に
短
く
直
立
す
る
口
頸
部
を
つ
け
る
。
胴
部
上
方
に
沈
線
を
2条
め
ぐ
ら
す
。
下
半
は
手
持
ち
へ
ら
削
り
を
施
す
。

俵
形
の
胴
部
に
、
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
短
い
口
頸
部
を
つ
け
る
。
日
縁
部
は
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。
胴
部
は
叩
き
を
施
し
、
内
面
は

な
で
調
整
。

把
手
付
の
大
型
盤
。
断
面
楕
円
形
の
把
手
を
相
対
し
て
2箇
所
に
つ
け
る
。
平
ら
な
底
部
か
ら
、
斜
め
上
方
に
直
線
的
に
た
ち
あ
が

り
、
口
端
は
面
を
作
り
出
す
。
体
部
下
半
お
よ
び
底
面
は
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。

円
盤
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
わ
ず
か
に
丸
み
を
お
び
る
。
日
縁
部
内
側
に
か
え
り
を
も
つ
。

宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
丸
み
を
も
ち
、
日
縁
部
を
下
方
へ
折
り
曲
げ
る
。
天
丼
部
上
半
へ
ら
削
り
。

扁
平
な
擬
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
。
天
丼
部
は
へ
ら
削
り
。

同
  
上
。

斜
め
上
方
に
の
び
る
棒
状
の
把
手
を
つ
け
る
。

体
都
中
ほ
ど
で
屈
曲
し
て
、
た
ち
あ
が
り
、
丸
く
お
さ
ま
る
。
胎
土
は
砂
粒
が
混
じ
る
。

体
部
は
斜
め
上
方
に
の
び
る
。
底
部
は
へ
ら
削
り
。
高
台
は
外
方
に
張
り
出
し
、
端
部
内
lm
lが
上
が
る
。

体
部
は
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
た
ち
あ
が
り
、
口
縁
都
が
大
き
く
開
き
、
丸
く
お
さ
ま
る
。
底
部
で
屈
折
し
稜
を
な
す
。

体
部
は
わ
ず
か
に
た
ち
あ
が
り
、
直
線
的
に
の
び
縁
帯
に
至
る
。
体
部
と
脚
部
の
境
に
え
ぐ
り
を
入
れ
る
。
は
面
は
へ
ら
削
り
。

日
縁
部
を
上
方
に
折
り
曲
げ
、
縁
帯
を
作
り
出
す
。
高
台
は
外
方
に
張
り
出
し
、
端
面
内
側
が
上
が
る
。
底
面
は
糸
切
り
の
ま
ま
。

黒
緑
色
の
釉
が
内
面
全
体
に
か
か
る
。

日
縁
部
を
上
方
に
折
り
曲
げ
、
縁
帯
を
作
り
出
す
。
体
部
は
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が
目
立
つ
。
高
台
は
外
方
に
ひ
ろ
が
り
、
断
面
菱

形
を
な
す
。

口
縁
部
を
わ
ず
か
に
折
り
返
す
。
体
都
は
ろ
く
ろ
引
き
の
ひ
だ
が
日
立
つ
。
高
台
は
外
方
に
張
り
出
し
、
断
面
台
形
を
な
し
、
端
面

内
側
が
上
が
る
。
胎
土
は
砂
粒
が
多
く
混
じ
る
。

日
縁
部
を
上
方
に
折
り
曲
げ
、
縁
帯
を
作
り
出
す
。
高
台
断
面
は
四
角
形
で
あ
る
。

は
面
が
円
盤
形
に
張
り
出
し
、
胴
部
下
方
に
沈
線
が
1条
め
ぐ
る
。
底
面
中
央
に
直
径
3
 m
mの
1孔
を
う
が
つ
。
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16
--
24 2
5 26 27 28 29 30 31 32

須
恵
器

灰
釉
陶
器

土
師
器

盤 碗

有
段
皿

碗

広
口
重

甑

Ⅶ
-2

Ⅵ
-2

褐
 
色

黒
褐
色

白
灰
色

黄
灰
色

臼
灰
色 色

褐

色
黄
灰

冒
託
雪
F識
筈
災
叡
扇
?第
毯
を
縄
軒
高
目
の
台
脚
を
つ
け
る
。
脚
部
に
は
、
上
下
2個
一
対
の
孔
を
四
方
向
に
配
す
も
の
と
み

体
部
は
わ
ず
か
に
丸
み
を
も
ち
、
日
縁
部
は
わ
ず
か
に
外
反
す
る
。

管
球
癬
肥
蟹
密
亀
解
出
し
、
口
縁
部
を
4箇
所
折
り
返
す
。
高
台
外
側
下
方
に
稜
を
作
り
出
す
。
底
面
は
な
で
調
整
を
施
す
。
演

練獣
管 普
客ふ
農
抱 ぇ
犀 伊
鑑 夫
れ 塚
F島
亀基
写冦
蟄な
え赳
P調
整
を施
す。
高台
外 面
はふ
くら
み を
もち
、 端
部
は 丸
い 。

底
部
へ
ら
削
り
調
整
を
施
す
。
高
台
外
面
に
稜
を
作
り
出
す
。
刷
毛
塗
り
に
よ
る
施
釉
。

底
部
へ
ら
削
り
調
整
。
高
台
は
斜
め
外
方
に
張
り
出
す
。

雀
碧
写
募
集
遷
湛
梶
琴 「

の
の
こ
る
扁
球
形
の
胴
部
に
、
直
線
的
に
斜
め
上
方
に
長
く
の
び
る
口
頚
部
を
つ
け
る
。
口
顔
部
内
外
面

棒
状
の
斜
め
上
方
に
の
び
る
把
手
。
胴
部
へ
差
し
込
む
円
形
の
突
起
が
あ
る
。

直
立
気
味
の
胴
部
で
、
日
端
は
平
坦
で
あ
る
。
日
縁
部
内
側
は
横
な
で
、
他
は
刷
毛
調
整
を
施
す
。
胎
土
は
砂
礫
が
混
じ
る
。

― ∞ ０ １



第 5章 松崎貝塚出上の人骨について

京都大学・霊長類研究所  教授 江原昭善
技宮 木下 実

1 人骨の出土状況

人骨のみ屈けられたもので、出土状況については第 4章第 2節の 3に よられたい。

2 人骨の保存状態

人骨の骨質保存状態は、かならずしも良好とはいえないが、収集されたものは破損
。そう失して

いるにもかかわらず、かなりしっ力>り している。

頭骨では下顎骨左半部がほぼ完全に残っており、骨質保存がよく、割面が新鮮であること、それ

にひきかえ、頭骨の他の部分は、本来残 りやすいにもかかわらず、その骨片すら見当らなぃ。

椎骨は破損しやすい部分であるが、胸椎 (Th3)ヽ 腰椎 (L2)のみ完全で、他は破損 もしくは

そう失している。

肩甲骨および寛骨などの扁平都はそう失し、関節部分が 1部残っているにすぎない。

その他、手足の諸骨は、もともと保存されやすい部分であるが、小骨であるため、これらもすべ

てそう失。

以上総合すると、当人骨は発見・出土時から収集時までのあいだに、かなり破損
。そう失したと

考えざるを得ない。

3 人骨同定

すでに述べたように、当人骨はかなり散逸的であるが、重複部分がないこと、性別が一定してい

ること、年合的に大きなくい違いがないことなどから、同一個体とみなしてよいであろう。つまり

一体分の人骨である。

4 性 。年令について

下顎骨では、 11 121ま脱落そう失しているが、C P3 P4 Ml M2 M8カ 】そのまま残存してい

る。すでにV13(俗 に親知らず )は完全に前出し、かすかに咬耗がみられることから、すでに思春

期後に多少の年月を経過したものと考えられる。

右鎖骨の胸鎖関節部では、まだ軟骨都が残存していたらしいが、その他の骨の部分は、すでに壮
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年期に近かったことが うかがえる。

腰椎 (L2)ヽ 寛骨臼などには少量の石灰沈着がみとめられる。

鎖骨・肩峰・長管骨の筋付着部の発達などから、ほぼ男性とみなしてさしつかえない。

以上総合すると、「 思春期を 2～ 3年経過 した男性 」ということになろう。

5 人骨の特徴と時代決定 (図版 37)

頭骨では、残念ながら下顎骨左半都が残存 しているのみである。

歯列弓に乱れはなく、第 3大自歯は歯列弓上にある。歯牙の咬耗はあまりつよくないが、鋏状咬

合だったことを示す。郎歯は見当らない。

下顎骨下縁の形態は、Keiter Ⅲ型で古墳時代から江戸時代にかけて、とくに多いタイプである

(50%以 上 )。

切歯部上面観は、Keiter Ⅲ型で、とくに古墳 (58.8%)、 鎌倉期 (64.5%)に 多い特徴で

ある。

下顎角は Schultz Ⅲ型に属 し、 このタイプは室町時代でもっとも多い (62.5%)。

下顎枝後縁は Schultz I型で、各時代で 50%以 上を占めるが、 とくに古墳～室町期は 70%

以上においてみられるタイプである。

隕三角の形状は Schultz V型 で、古墳 (52.9%)・ 鎌倉期 (51.0%)に 多 くみられる特徴

である。

T顎前内面都で 1ま FOvea incisivaがドDドD発這≧して、 Torus transversus superior、

(上横行隆起 )の上縁部に少 し入 り込んでいるが、TOrus自 体は左右連続 しているものと思われ

る。以上の特徴からみれば、この下顎骨は縄文時代 と現代を除外 して考えてよい。

下顎枝は相対的にかなり大 きく(枝高 62筋、枝幅 42効 )、 これに匹敵する時代群としては吉

墳時代がこれに該当する。

身区幹・ 四肢骨については、保存不良のため十分に形態学的吟味に耐えることができないが、肩甲

骨の肩峰部、鎖骨などの発達はよく、男性的であることを示 しているが、 とくに左右の発達度がいち

じるしく違っていることは特筆に値 しよう。つまり、右側の発達がつよく、単に右利 きというだけ

でな く、かな り右手を多 く使用 したものと考えられる。

なお、右上腕骨の遠位・近位両端が破損 しておらず、最大長 278脇 、これを基に身長を推定す

ると 1576.9± 42.5筋 となる。

以上総合すると、考古学的知見とも照合 して、奈良時代の 25才前後の男性と考えても、矛盾 し

ないといえょう。
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第 6章 松崎貝塚出土鉄塊分析結果

新日本製鐵株式会社 中央研究本部 名古屋技術研究部

東海市大田町所在の松崎員塚より出土した鉄塊のうちⅥ区北員層よりの塊 (挿図8)を切断し、

その一部を粉砕して化学分析に供し、他の一部を樹脂に埋め込み研磨して EDAXに よるX線分析

試料とした。結果は、次表の通りである。

表 8 松崎貝塚鉄塊の化学組成

ここで、EDAX(1)(2)は 微小都の分析であるのに対し、イヒ学分析はかなり広い範囲の平均的

な値とみることが出来るが、この三者の値がほぼ一致していることは鉄塊全体がこの程度の成分

といえる。古代の鉄は砂鉄起原と考えテタンの検出を試みたが、何れも検出されなかった。参考

として挿図 8に EDAXの 特性 X線 チャートを添付する。このチャートのピークは、含有元

素の特性X線の強さを表し、それぞれの下に表示した元素に相当している。一番右の表示のない

ピークはFeの【―β線であり、主要な元素は上の表ではぼ網羅されている。

成 分 イヒ学分析結果 EDAX (1) EDAX (2)

全   鉄   分 (T― Fe) 56.1

酸 化 第 2鉄 (Fe2 03) 80.1 80.54 82.30

酸 イヒ 第 1鉄 (FeO)

二 酸 化 鮭 素 (Si 02) 8.4 12.72 11.86

酸化 アル ミニウム (A1203) 3.20 2.76

二 酸 イヒマ ン ガ ン (Mn 02) 2.2 1.98 1.53

硫      黄 (S) 0.008

二 酸 化 チ タ ン (Ti 02) -0.1

燐    (P) 0.33

酸 化 カ ル シ ウム (Ca O) 0.87 0.48

酸化 マグネシウム (Mg O) 0.5

カ  リ  ウ  ム (K) 0.28 0.26
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第 7章  松崎貝塚の調査を終えて

1 松崎製塩遺跡

本報告書は東海市教育委員会が昭和 51年に実施した松崎貝塚の第 2次報告である。その年の 7

・ 8月 の調査については、すでに昭和 52年に報告書 (注 1)が刊行してあるが、今次の報告は昭

和 51年の年末に発堀した第 2汝調査の報告である。そして本書には、その後の昭和 56年 9月 に

発見された東海市名和の塚森遺跡の資料報告も併載したが、それも合わせて総括することにした
い。

昭和 51年の冬の調査は、遺跡のある松崎砂堆の内陸側について設定された発掘区でおこなわれ、

この点、報告者が指摘しているように、砂堆の外側にあたる海岸側について実施した昭和 51年夏

の発掘にくらべ、調査についての所見は対象的である。すなわち夏の調査が生産の主体であった製

塩の生産関係の領域に対する調査であったのに対し、冬の調査は、その後背trLでぁる生活関係の部

分の調査である。

今次の調査においては、 3区の調査区を設けた。第 1次調査の4区につづきV・ Ⅵ・Ⅶの各区と

それぞれ名づけている。そしてⅥ区から1基 とⅧ区から3基 と、報告者は4基の炉址を検出した

といっており、とくにⅥ区でみとめられた炉址からは、平面プランのくばんだ部分には焼土 もみら

れ、その中央に上面が平らで側面が面取りされた泥岩製の棒が立てられて、下半都は砂中に埋めこ

まれたままであつた。そして棒の上面あたりにl同部の長い土師質の甕が一個体みうけられたいとい

っている。この炉址は周囲を高く側壁でかこまれているが、あるいは天丼部も構築された可能性も

ある。用途について報告者は「 煮炊き用のかまど」としながらも、第 1次調査において検出され宮

川芳照・立総彰の報告に対して杉崎 も総括の中で、堅塩生産の炉址と推定した遺構との類似面

を幾つか指摘しており、Ⅶ区で検出された3基の傾址についても同様の可能性をのこしている。

こうした報告者の謙虚な考え方を評価しながらも、杉崎は泥岩製の支柱棒とともに胴が日立って

長い土師器の甕を伴出していることから、やはり堅塩生産のための炉址と推定したい。日径 20翻

前後に対して器高 35翻 もある薄手の土師質容器で、これ こそ粗塩をつめて前述したように天

井を架けた師で焼くことにより、いわゆる延喜式大膳の調の品にみられて知多郡東浦町生路に地名

をのこす生道塩が、大甕のような形で粉状に突きほぐすと一斗ほどになるといっているごとく、

こぅした堅塩を焼くための容器であろうとしているものである。粗塩を生産する炉址とはやや場所

を果にして、精製塩を焼く炉が築かれたものであろう。

2 製塩の炉址と土器
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挿図 9 知多式製塩土器の変遷

一般的な粗塩生産については、第 1次調査において、 Ⅱ区から5基、Ⅲ区から 1基、Ⅳ区から 1

基と計 7基の炉址を検出して報告 しており、とくにⅣ区では炉址の焚口の横 と考えられる部分に、

丸太材をくり抜 き石膏質の もので肉面を塗 り、濃縮塩水をいれるための賊水溜と推定 し、水槽 と推

定 して学界へ紹介 した。

そして粗塩用の製埠十器については、知多式の第 1～第 5様式にわけて報告 したが、上につ く鉢

形のlTh都 はそれ程の変化はないが、脚部の器形に変遷がある。第 1様式の脚台は袋形あるいは筒形

をしているが、第 2様 式 になると脚台の先端 をとじて中空の角形とし、第 3様 式は第 2様式 と

外形は似ているが内部の充実 した脚台である。そして第 4様式になると小形 となり表面 も整えられ

ているものが多い。最 も新 しい第 5様式は粗製で太い第 3様式の脚台をそのまま小形にした形であ

り、この第 5様式の様式は松崎貝塚の第 1次調査の成果として新 しく追加 した様式で、平安時代の

灰釉陶器と伴出したものである。ところで本書に付載 として報告 した塚森遺跡は、ほとんど工事で

出土 した資料を採集 したような形であるが、製塩土器は 3様式にわかれ、第 3・ 第 4様式のそれと

ともに最 も数の多いものは、本書において塚森式と仮称 した古式のもので、知多式製塩土器の第 1

様式の直前に比定する様式である。これに類 した例としては松崎貝塚の第 1次調査で 1区 で 3例出

土 し、今次の調査でも5～ 6個の出土例があり、渥美様式類似 としているものであるが、 20個を

こえる量がかたまって出土 したことははじめてである。報告者は瀬戸内海の喜兵衛島南東浜遺跡の

それに類似 したものとのべているが、それほど遠 くにもとめなくても古 く芳賀陽が発掘 (注 2)し、

昭和阻年に杉崎と久永春男・斉藤嘉彦が日本考古学協会生産技術特別委員製塩部会の事業として調

査した渥美郡渥美町伊川津の青山貝塚 (注 3)か ら出土 した渥美式土器のA類に比定すべきもの点

この程度の器形変化は、同じ知多半島の他の様式の上器においてもみられる。例えば知多式製塩土

器の第 1様式においても松崎貝塚のそれと南知多町内海でみられるものとの間には大 きな差異がみ
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挿図10 渥美町青山貝塚 上段 。調査状況,下段左・出土状況 ,
下段右・渥美式製塩土器 (両側 4個はA類 ,中央 3個はB類 )

とめられる。これら知多式製塩土器の 6様式については、第 1様式に先行する塚森様式は5世紀終

末から6世紀初頭に、そして第 1様式のつかれた年代は6世紀前・中葉に比定しており、第 2様式

は過渡的な様式であるが、第 3様式については6世紀後葉から7世紀代にもとめている。第 4様式

については8～ 9世紀、第 5様式は10～ 11世紀の年代が与えられている。

昭和38年 8月の平城宮址第13次調査のおりに、「 尾張国智多郡贄代郷朝倉里戸主和ホ部色夫智調

塩三斗天平元年」、「 尾張国智多郡番賀郷花井里丸都寵麻呂・調塩三斗神亀四年十月七日」などの

木簡が発見されたのである。朝倉里は知多市朝倉であるが、花井里の土地はいまだ不詳である。し

かし番賀郷であり、製塩の土地となると、知多市寺本から北で東海市名和にいたる海浜凱域であり、

本書の図版 1に紹介されている諸遺跡の中の 1地点であり、松崎貝塚の位置もその大きな候補lJLで

ある。

3 海浜集落の生活

生産址として紹介している中で、以上は製塩関係を強調したのであるが、同じく海についての生

産の中で漁掛についてのべると、塚森遺跡からも釣針が出上しているが、総崎貝塚の第 1次調査に

おいては、われわれが日間賀島の古墳の調査で北地第四。第五号墳の副葬品の中から検出したサメ

釣針の遺存状態よりもよい好例が出土している。鑑の他にも、大小の上錘のごときはほとんどの層
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からみられ、延 100個余りの数がでている。

サメについてさらに述べると、昭和35年 8月 に日間賀島の北地第四号墳を発掘 している時、石室

の側壁の上でみていた漁師は「 サメを釣る針だ。今のものとそっくりだ。」と叫び、私の質問に対

し「 イイダコを餌にする。」と答えた。それから3年すぎた昭和38年に遠くはなれた奈良の平城宮

址において、篠島・佐久島海部が毎月の御贄として佐米楚割を貢納しているという木簡が発見され

てきたのである。サメは種類が多く普通は一種の異臭をもつのであるが、臭いのは皮と血であり手

ざわよく血抜きして薄塩に漬けたスザメやネズミザメなど、現在でも楚割 (ス ハヤリ)に供されて

いる。あるいは血抜きしたものを素早く熱湯につけて薬味をきかした醤油または酢味Ⅱ曽でたべるア

ライ料理など高級である。延縄漁でとるサメについては志摩半島付近で最近まで「 猫の手 」 とか

「 サザエワリ」とよんでいる小形のサメが群をなしており、このサメは俗名のようにサザエ・ニシ

などの員を器用に捕食するという。

これらの漁掛具はもちろん海浜集落の地域から検出された生産民具であるが、次第に生活の臭み

がにじんでくる。生活の場所も海のみでなく山であり畑であり、あるいは家庭の中の副業でもある

のである。こうしたものにも意外と鉄製道具が良好な形でのこっており、まず鉄鏃があって狩猟道

具である。一般的にみるシカ・ イノシシのほかにも馬。犬 。鳥・亀の骨がみられる。さらに鋤先が

あるが農具である。知多半島では近世・近代の海浜集落にあっても専業の漁業の家は割りと少く、

半農半漁が圧倒的であったが、古代の製塩集落においても相当の農仕事を兼ねたものであろう。つ

ぎは紡錘車であるが、これは織物道具であり婦人の仕事である。綿を裁培しワタクリで実を区別し、

糸車に紡錘車をつけて糸をつむいでいき、やがてハタゴにのせていく一連の仕事が連想できるので

ある。ここで注目されるのはフイゴの口が 2個もタタラ塊をともなって検出されていることであ

る。釣針 。鈷・鉄鏃・鋤先・紡錘車と紹介してきた鉄製道具は自家製の道具であろうか。それを磨

くための砥石もみられる。

さらに馬具として紹介した鉄製の鉄具がある。馬具の革帯をとめる鈎でバンドのバックルのよう

なものである。刀子もあって鹿角装である。装飾品としては滑石製の勾玉もみられる。

そして最後になってしまつたが正真正銘の生活道具は土器であり、古墳時代から奈良時代の土師

器・須恵器から、平安時代の灰釉陶器まである。中でも1片 であるが緑釉陶器もムくまれている。

4 海浜集落と万葉集

松崎貝塚を代表とし東海市名和にいたる奈良時代の海浜集落を紹介した資料に万薬集の歌がある。

巻七の雑歌の中の轟旅作としてあげられた「 あゆち潟潮千にけらし知多の浦に朝こぐ舟も沖による

見ゆ」(1163)の 1首で、東海市高横須賀町の諏訪神社の奥まったところに万葉仮名で刻まれた石
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碑があり、碑の裏には「 文化十五歳春吉田定興建丼書 」とある。この歌のよまれた場所を具体的に

きめる資料はないが、すでに 150年の前の建立であることも特筆 される。この歌「轟旅にて作れる」

とあるから知多地方の人ではない旅行者がよんだ ものであるが、この道をはじめて通る人ではなく、

あゆち潟がここか らは展望できないことも知っており、満潮のおうには岸近 く舟が進み、千潮のお

りは沖の方を通ることも承知の、土地感とか道筋のlJb理にも明るい人の作である。恐 らくは三河方

面からやってきて東海市高横須賀町に 1泊 し、朝早 く次の旅に立つ人の心をとらえた知多の浦の朝

景色といえよう。旅人が目ざしているのは北の方、あゆち潟の方向である。万葉時代に知多の浦と

よばれた今の東海市の海岸には、本書に報告者のいうように東海市名和の一番畑・長光寺・塚森お

なじく大田町の松蛤・下浜田とつづいている。そして松崎員塚をすぎて間 もなく今 も加家 とい うllb

名があるが、古代の加家はさらに南方へのびて大田町や高横須賀町まで及んでいたと考証 されてお

り、 もう一つの万葉集巻十七の東歌の中にある相聞の歌「 味鴨の可家の湊にいる潮のこてたず くも

か入 りで寝まくも」(3553)がある。

旅人があゆち潟さして歩いていった浜辺の道筋にそって、海の男が海上はるか沖合で働 きながら、

港に待っている妻の肌を思いえがいた海浜集落の労働や生活の具体的な内容を物語るものが、 ここ

に紹介 した出土資料である。

(杉崎 章 )

注

1 杉崎章・立松彰・磯都幸男・宮川芳照・山下勝年・石川玉紀『 松崎員塚 』東海市教育委員会

・昭和 52年

芳賀陽「 青山貝塚―渥美半島における古代漁村の土器―」吉代学研究 20所収・昭和 44年

久永春男・杉崎章「 愛知県渥美町青山貝塚」日本考古学年報 19所収・昭和 46年

２

　

　

３
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付載 塚森遺跡



Iは じめ に
塚森遺跡は、愛知県東海市名和町塚森一帯に所在する。この如域は、知多半島の伊勢湾に面する

基都にあたり、松崎貝塚から丘陵地をはさんで北東に約 3た″離れた一帯に開けた海岸平IILで ある。

遺跡は、松崎貝塚同様に砂堆上に立地 している。

本遺跡の存在は明確ではなかったが、付近にある長光寺や妙法寺には製塩土器が散布 してお り、

また、約 100協 東方には堂ノ前貝塚 〔吉田  1972〕 があることから注意されていた〔池田 1973〕。

昭和 56年 9月 か ら塚森地 区内の道路下に排水暗渠設置工事 (注 1)が行われることにな り、

市教育委員会の担当課が立ち会った。当該地区は、砂上の緩いlfb盤上に家屋が密集 し、道路幅 もせ

まく、家屋倒壊等の危険を防ぐため、 トレンテシール ドエ法がとられた。そのため、遺物包含層検

出後 も、土層の観察と機械の方向転換溝 (図版 18-A地点 )お よび水道バルブ取付溝 (図版 18-

B地点 )の部分 しか調査出来なかった。

ここに掲げる遺物の一部は、当時の市文化財調査委員池田陸介氏、市立緑陽小学校教諭加古兼敬

氏および同校児童から排土内採集品としてとどけられたものである。また、危険な作業のなか、工

事請負業者の磯部組の献身的な協力を得ることができた。ここに厚く感謝の意を表 したい。

①
Ｔ

1造 跡
本遺跡は標高 3″前後の砂堆東縁にあり、

さらに、東に水田をはさんで堂ノ前貝塚が立

地する。この貝塚の東部は丘陵地である。

遺物包含層の範囲は遺物出土区域からみて

図版18に示すように約 150″ にわたる。遺跡

の層序は、挿図■ (注 2)に示したとおりで

ある。工事に伴う掘削の深さは約 2.6″であ

り、遺物は標高 2″～ 2.5%に堆積する暗茶

褐色シルト質砂層 (6層 )、 茶福色砂層 (9

層 )、 黄褐色砂層 (10層 )か ら混在して出土

し、遺構は検出し得なかつた。この他、水道

バルブ取付溝の西端に、「 塚森式」と仮称す

る製鯨十器の混在する破砕貝層を検出した。

1

-3M 2
3

4

3

6
-- 2‖
  ′

8

9

10

-―  IM ll
12

13

-OM

土 日 H明
アス ファル ト

盛上 (葉編色上 )

盛土 (晴灰色砂慄■ )

石砕

略灰色砂層 (凛潟入 )

贈茶れ色シル ト寅砂層

灰色砂層 (要混入 )

購灰色砂層 (中砂 )

茶

“

色砂層

白穏色砂層

構灰色砂資シル ト層

細砂層

土丹 (1-緑 青灰色
2・ 3=青灰色
4‐ 説青灰色 )

網目は電切包含層

挿図 11 塚森遺跡止層棋式図
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Ⅲ遺 物

遺物は縄文土器・秀生土器・土師器・須忘器・盗器系中世陶器 (行基焼 )・ 貝殻等があ り、総数

は整理箱に 10箱ほどである。以下、各遺物の特徴について述べる。

1 人工遺物

(1)縄文土器 と土偶 (挿図 12、 図版 40)

1は波状口縁の深鉢 とみられ、無文で波頭部には外側からの押え込みがある。 2は 口縁が内折す

る深鉢 とみられ、内折 した外面の沈線下に縄文を施す。 3・ 4は肥厚 した口縁に半裁竹管で波文を

描 く。 5は肥厚 した口縁に半裁竹管による押引文を施す。 6は半我竹管による三条の平行線間に同

じく弧線を描 くものとみられる。 7は 口縁がゃや屈折 し、鋭利な条痕様の沈線を施す。 8は 口端に

半我竹管による押文をめぐらす。 9～ 11は条痕を施 し、 9は幅太の粗い条痕である。

縄文土器 とみられるものはこの他に 4片 あり、合わせて 15片 である。これらのものは、おおまか

にみて、縄文時代後期と晩期のものに類別される。うち2は西北出遺跡出土土器〔大参 1978〕

に類似する。 3～ 6は晩期中葉のいわゆる本刈谷式の特長をもつものである。

牌 履 覇
ｆ′

鶴勘―∽―硬彎レ
挿図12 塚森遺跡縄文土器拓影および土偶
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土偶は、乳房とみ られる突起部からみて左腕と考えられる破片である。腕の下半は剥離 している。

先端に突起を作 り出し、そこの くびれた部分と肩寄 りに縦の束」突文列を 2条めぐらす。刺突文列は、

この他に横の列が、前面の乳房の下に 2条、背面の肩か ら腕の先端に 4条認められる。色調は、外

面が、淡福色で、内部は暗灰色である。黄福色砂層 (挿図 11-10層 )か ら出土 した。時期は特定

じ得ない。

(2)秀生土器 (図版

a 第 1群土器

働 壷形土器 (区版

区版 (以下同じ )

19 ・ 22 ・ 41 )

19-1・ 2、 図版 22-2～ 10)

19-1は 顎部が くびれ、最大径を胴部下半に もち、先の極 く細かい櫛歯状器具

による横線、波状文および押引文をめぐらす。波状文の下方に部分的に丹塗 りされたような痕跡が

ある。 19-2は 内外面とも刷毛 となでによって調整する。口縁部上端にへら状器具による束」突を

加えた凸帯をめぐらす。頸部には櫛描横線をめぐらす。 22-2は 口端上部に刺突を加え、頸部には

19-1と 同様の器具による横線と斜めのはね上げをめぐらす。22-3は刷毛目調整ののち櫛描横線

をめぐらし、その上に縦線を加えて区画 し、その間に斜めの沈線のある貼付文を置き、横線間をへ

ら磨きする。22-4は貼付文がないほかは、先の 3と 全 く同様の施文である。 22-5。 6はへ ら状

器具によって斜格子を描 き、 6に は櫛描 きの縦 と横の線を施す。22-7はへ ら状器具による山形の

文様が縦に連なる。22-3は斜めの細かい用」毛目調整の上に、へ ら描 きの磨消による横線をめぐら

す。また、細い棒状器具による押引文を加え、この下半は丹塗 りである。 22-9・ 10は 8同様に刷

毛目調整の上に磨消の細い横線をめぐらす。

竹)甕形土器 (図版 22-1・ 11・ 12)

1は アナダラ属の貝殻 腹縁によるとみられる条痕を外面に施 し、日縁内側に押引文をめぐらす。

11は内外面とも刷毛目調整 され、口端 と口縁内側上方にアナダラ属の貝殻腹縁によるとみられる圧

痕をめぐらす。 12は 日端が断面三角形に面取 りされ、内側の面に員殻 腹縁による押引文をめぐらし、

頸部には斜めの条痕を施す。

191 無頸壺 (図版 22-13・ 14)

13は半裁竹管状器具による横と縦の沈線を施す。14は 口端寄 りから下へむかって、棒状器具によ

る波状線・横線、櫛描 きの交互に方向の異なる斜線、半哉竹管状器具による横 と縦の沈線をめぐら

す。

b 第 2群土器

働 壷形土器 (図版 22-15～ 22)

15は櫛歯状器具による斜めの束」突文帯をめぐらす。16～ 18は櫛描横線と波状文をめぐらす。 19
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はなで調整ののち2条 1組の沈線をめぐらす。20は幅の太い櫛歯状器具による横線と波状文をめぐ

らす。21は 2条 1組 とみられる粗雑な波状文を施す。22は縦の刷毛目調整の上に幅太の波状文 を

めぐらし、内面は溝の深い刷毛目調整を施す。

“

)高ナ不形土器 (図版 22-23)

口縁都が直立気味の器形をなす もので、口端外側に櫛歯状器具によるal」突を施 し、日縁部外面に

6条の沈線をめぐらす。

c 第 3群土器

壷形土器 (区版 22-24・ 25)

24はなで調整ののち櫛描横線とその間に板状器具による斜めの al」突文をめぐらす。25は 刷毛 目

調整ののち磨消様の幅太の横線と鋸歯文をめぐらす。

d 第 4群土器

働 壷形土器 (図版 19-3～ 6、 図版 22-26～ 32)

19-3は 口縁部が受口状をなし、日端に平坦面を作 り出す。全面へ ら磨 き調整を施す。19-4は

口顎部が長 く、口縁部がわずかに湾曲する。内外面とも丁寧なへ ら磨 きを施す。19-5は扁球形の

胴部でやや上げ底である。外面はへ ら磨 きを施 し、内面はへ ら削 りとなでによって調整する。19-

6は A地点の責褐色砂層 (挿区 11-10層 )の標高 2.1″地点か ら出土 した。球形のB同部に斜め上

方に直線的に開 く口頸都をつけ、やや上げ底である。全面へ ら磨 きを施す。胴部内面は上半が指頭

となで、下半がへ ら削 りによる調整を施す。22-26・ 27は 19-4と 同器形をなす。26はへ らによ

る浅い沈線 と連弧文をめぐらし、27は右上が りのギザギザの斜線とその下に 6条の浅い沈線をめぐ

らす。22-28は 口縁都を欠損する。内面に板状の施文具による羽状の刺突文をめぐらし、その下半

の屈折 した面に丹塗 りを施す。22-29・ 30は同一個体 と考えられる。 29は 口端が上方へ わずか

に突出 し、日縁帯を作 り出す。日縁帯には幅 2.5腕の刷毛原体によるとみられる羽状の刺突文をめ

ぐらす。内面はへ ら磨 きを施す。30は櫛描きの横線および波状の連弧文 と板状の刷毛原体を用いた

斜めの束」突文をめぐらし、施文部位下方は丁寧なへ ら磨 きを施す。内面はなで調整を施す。22-31

は荒い刷毛目調整の上に浅い櫛描横線をめぐらし、その間に刷毛原体による一辺 2個束U突か らなる

山形文をめぐらし、 この末」突上を丹塗 りする。 22-32は 円形の刺突文をめぐらし、 その下方を丹

塗 りする。

釘)高ナ不形土器 (図版 19-7～ 11)

7はへ ら磨き調整を施 し、脚部のす不都と接する部分に櫛描横線をめぐらし、円形の透 し孔を 3個

つける。 8は裾部が内湾 してのび、下端は平壇面を作 り出す。外面はへ ら磨 き、内面はへ ら削 りと

刷毛目調整を施す。円形の透 し子とを 3個つける。 9は
'不

都下底部のたちあが りの稜が不明確な器形
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で、脚部には浅い櫛描横線をめぐらす。全面へ ら磨きを施 し、台脚に円形
の透し孔を 3個 つける。

10・ 11は台脚裾部が内湾する器形をなす ものと考えられる。 10はへ ら磨 き、 11は なで調整 を施

し、ともに円形の透し孔を 3個つける。

191 甕形土器 (図版 19-12～ 17、 図版 22-33～ 36)

19-12は 口縁都がわずかに屈曲して「 S」字状に近い形をなし、日端は平坦面を作り出す。口顎

部は横なで、胴認外面は用」毛目・内面は指頭によるなで調整を施す。19-13は 口縁部が受口状に

直立してのび、この部分は横なで、他は刷毛日調整で、胴部内面は幅の太い刷毛目である。 19-

14は回頸部が大きく外方に開き、日端に竹管状器具による圧痕をめぐらす。内外面ともなで調整

を施す。19-15～ 17は台脚で、外面は用J毛日、内外は 15がなで、 17がへら削り調整を施す。22

-33・ 34は 口縁部が受日状に直立し、口端は平坦面を作り出す。 33の屈曲部には櫛歯状器具に

よる斜めの刺突を施す。 22-35・ 36は 日径が大きな器形で、日端にal」突文をめぐらし、内外面と

も横なで調整を施す。

e まとめ

第 1群土器は貝田町式に属するものと考える。このうち22-1が他よりも古い様相を示している。

そして、 19-1、 22-2・ 5～ 7・ 14は獅子懸式の、 22-8～ 10は外土居式の特徴を もってい

る。第 2群土器は小片の出土例がみられるのみであるが高蔵式に属するものと考える。第 3群土器

はわずかではあるが、山中式に属するものと考える。第 4群土器は、当地方においては弥生後期後

葉に位置づけられる欠山式に属するものと考える。

(3)土師器 (図版 20～ 22)

a 古墳時代前期の上器 (囲版 20-1～ 29、 図版 22-37)

1～ 7は壷形土器。 1～ 3は丹塗り(図版の網目部分 )の土器。11ま口縁帯を作り出し、2条の浅

い沈線をめぐらす。日縁部内側上方に溝の浅い櫛歯状器具 (刷毛原体ともみられる )に よる羽状文

をめぐらす。 2も 1と 同様の都位に同器具による斜め同方向の刺突文を3条めぐらす。 3の底面に

は木の葉痕がある。 4は日端がわずかに張り出して口縁帯を作り出し、へら磨きを施す。顎部は刷

毛日の上にへら磨きを施す。 5は 4の底都と考えられ、底面がへら削りでムくらみをもつ。外面は

刷毛日とへら削きによって調整する。 6は斜め上方に直線的にのびる日顎部で、国端は尖がる。内

外面とも横なで調整を施す。 7は国縁部が丸みをもって受口状をなし、内外面ともなで調整を施す。

8・ 9・ 11～ 13・ 22・ 25～ 28は高郭形土器。 8はナ不都が皿状をなして浅く、台脚はゆるやかな

曲線を描いて外方へ開く。す不都および脚部外面はへら磨きを施し、脚都内面は細かい刷毛目
による

調整を施す。台脚に円形の透し孔を3個つける。胎土は砂粒が多く混じる。9も 8と 同様である。

11・ 12は台脚の中ほどで屈曲して裾都が外反する器形をなすものである。Hはナ不部のたちあがり

の稜が明確である。全面へら磨きで、脚部内面のみへら削りである。12は全面をで調整を施す。
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ともに台脚に円形の透し孔を 3個つける。13はナ不都の下底部が横にのび、稜をなして届折 してたあ

がる器形で、大 きな径の直線的に外方に開 く台脚をつける。内外面ともへ ら削 りと刷毛目整形のの

ちなで調整を施す。 22・ 25～ 28は台脚上半が円筒状で、裾部が大 きく横へ屈曲して円盤形をなす

器形である。いずれ もへ ら削 りののちなで調整を施す。

10・ 23は器台形土器。10は受皿部を欠損する。受皿部と台脚の接する部分に孔があく。 台脚は

直線的に大 きく開 く。受皿部の内面はへ ら磨 き、他はなで調整を施す。23は小型の受皿都をつけ、

内外面ともへ ら磨きを施す。ともに、円形の透し孔を 3個つける。

14～ 17・ 29・ 22-37は甕形土器。14は口縁部が「 S」 字形をなす。国縁都は丁寧な横なでを施

し、頸部内面には荒い刷毛目が認められる。口縁部の屈曲して外方へ張り出す部分に連弧の沈線を

めぐらす。15は胴部が球形をなす器形と考えられる。口縁都内外面は横なで、胴部外面は細かい刷

毛日、内面はへら削り調整を施す。日端の平坦面に刷毛原体とみられる器具による刺突文をめぐら

す。16・ 17は台脚で 16は内外面とも刷毛目調整を施す。17は外面を刷毛日、内面をへら削り調整

する。29は器壁が剥落し調整具合は不明。22-37は 口端に平坦面を作り出し、 丁寧ななで調整を

施す。

18・ 21は小型の手づくね土器である。 18は口顎部を欠くが壺形をなすものとみられる。21は

鉢形をなす。

19・ 20は鉢形土器と考えられ′る。ともに底都が張り出し、やや上げ底である。底部の くびれた

部分に指頭痕が残り、内面はへら削う調整を施す。

24は甑形土器。底都に一孔を作り出す。外面は刷毛日ののちなで調整 し、内面は横のへら磨きを

施す。

以上のうち、20-1・ 6・ 15～ 201よ茶福色砂層(挿図 11-9層 )の同一レ
～
レから一括して出土 した。

これらの型式については、 20-1～ 20ま でのものが、先の弥生土器につづくいわゆる元屋敷式

〔大参  1968〕 の特徴をもつものと考える。そして、 20-23の器台形土器が石塚式に 22-21・

22・ 24～ 29の ものが荒新切式に比定できうると考える。

b 奈良・平安時代の土器 (図版 21-1～ 13、 図版 22-38・ 39)

1～ 10と 24-13・ 14は甕形土器。 1は 国縁部が屈折 して外反する。口縁都は横なでで、頸部

内面には横の刷毛調整を施す。胴部外面は櫛状器具によるとみられる深 く鋭い条痕様の斜めの調整

を施す。 2は口縁都がゃゃ肥厚 して横に突出する。日縁都は丁寧な横なでで、胴部外面は深い刷毛

目がみられる。 3は頸都がわずかにくびれ、口縁部は斜めに直に開 く。口縁部内外面と胴部内面は

なで調整、胴都外面は幅太の刷毛調整を施す。 4・ 5は 日縁部内側がわずかに屈折 して稜を作 り出

し、内外面とも丁寧な横なでを施す。 6～ 9は国頸部が「 く」字形に屈曲し、薄手で、長 E同形をな
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す ものと考えられる。胴部外面は荒い刷毛によって、内面はへ ら削りとなでによって調整する。 6

は口縁部の内外面とも横なで、 7～ 9は 口縁部内面に横の刷毛を施 し、 8と 9に は指頭の痕が残る。

10は これらの ものの底部と考えられ、刷毛によって調整 している。 22-39は粗雑な作 りで、成形

時の粘土組の痕が残る。外面に荒い刷毛調整を施 し、口縁部内面は細かい刷毛によって調整 してい

る。 22-38は 頸部がわずかにくびれ、ややムくらみをもった口縁部がつく。胴部外面には平行の

叩きを施 し、内面はへら削りを施す。

11はにざりはなしの作 りの土棒である。製塩土器によく似た色調の変化が認められる。把手か も

しれない。

12は把手付の壷形土器。頸部内外面は横なで、胴部外面は刷毛を施す。

13は鉢形をなす ものと考えられる。薄手の上器で、口端は尖った素縁である。外面上半は粘土紐

と掌の痕が残 り、下半は方向を異にする刷毛を施す。内面上半はへ ら削りによって平滑な面を作 り

出している。

以上のうち、12の壷形土器は器形からみてこの期よりは古 く位置づけられ古墳時代後期のうちに

入るものか もしれない。 4・ 5・ 10の甕形土器は後述する須患器のうち23-9・ 10のよ不蓋・ 23-

14・ 16の無台郭身・ 23-17の 有台ナ不身。23-20の盤・ 23-21の鉢とともにA地点 (図版 18参

照 )の暗褐色シル ト質砂層 (挿図■ -6層 )下層で黄褐色砂層の直上あたりから一括 して検出し

たものである。これらの須患器の編年からみて、 8世紀後半から9世紀初頭の時期が求められ′る。

(4)須恵器 (図版 23-1～ 24、 図版 24-1～ 4、 42)

23-1は高ナ不。脚都が垂直 り下 り、裾都で水平気味に広が り、段を作 り出して下端にいたり、下

端は鋭い。縦長の長方形の透しを 3個つけるものとみられる。

23-2・ 5はナ不身。 2は口径が大 きく、立ちあが りも長い。底部下半はへら削りを施す。 5は立

ちあが りがわずかに内頃し、端部は丸みをもつ。髭都は横にのび、受都下方が屈折 して稜をなす。

23-3・ 4はナ不蓋。 3は天丼部はやや丸みをもち上半はへ ら削 りを施す。国縁部との境に稜を作

り出し、口縁部は垂直にのびる。 4は天丼部はやや丸みをもち上半は雑多な方向からなるへ ら削り

を施す。口縁都との境に断面三角形の稜を作 り出し、口縁部はわずかに外開きにのび、端部に平壇

面をもつ。                              ヽ

23-6～ 8は甕。 6は沈線間に櫛状器具による波状文を描 く。 7は口頸部が大 きく外に開き、斜

めの口縁帯を作 り出す。口頸部内外面および日同部内面は横なで、胴部外面は叩きの上に指によく磨

消 し状の沈線を施す。 8は胴部下半の破片で、叩きののち、それ′と交差する方向に刷毛調整を施す

部分がある。

23-9～ 13は  蓋。すべて擬宝珠様のつまみをもち、天丼部上半に回転へ ら削り調整を施す。 9

-53-



は天丼都が直線的に下 り、日縁都は断面が三角形状に肥厚させる。 10～ 121ま天丼都下方がゆるや

かにやや横にのび、日縁部を下方に折 り曲げて形作る。 13は天丼都が丸みをもち、回縁部はやや長

めに折 り曲げる。

23-14～ 16は無台ナ不身。すべて回転糸切 り底である。 23-17・ 18・ 22は有台郭身。ともに底面

はへ ら削りによって調整する。 17の高台はやや外方に開 く。 18の高台は垂直につき、下端面は内外

両方向からへ ら削りによって面取 りを施す。 221ま郭部が垂直に立ちあが り深い。

23-19・ 20。 24は盤。 19は外縁がゆるやかに屈折 して斜め外方に開き、口縁都は丸みをもつ。

20は短かく直上する外縁をもち、端部は外方に屈折 している。外底面はへ ら削り調整を施す。 24

は外反する高めの高台をもち、下端都はへ ら削りを施す。

23-21は 鉢。直行する口頸部をもち、肩がやや張った体部をもつ。口縁部に丸味をもった凸帯を

有し、端部は面取 りを施す。底面は糸切 り底で「 ― 」形の刻印を記す。

23-23は短顎壺。外反する日頸都をもち、口端は面取 りを施し、肩の張った体都をもつ。

24-1は浅鉢とみられる。 口縁都がゅるやかに屈曲して外反 し、口縁帯を作 り出し、口端が突出

する。体都下方に稜をもつ。

24-2・ 3は甑。ともに下端に凸帯をもつ。 2は凸帯中ほどに底面があり、内面はへ ら削りを施

す。 3は凸帯底面中央に沈線がめぐる。

24-4は壺か甕のB同部片で、格子状の叩きを施す。

この他、挿図13に示す文字の刻まれ,た須恵器片がある。この器形は盤とみられる。底面はへ ら削

りされている。刻まれた文字については判読できない。

以上のうち、 23-9・ 10の郭蓋・ 23-14・ 16の無台ナ不身・

0               5 cn

t l l l l l

挿図 13 塚森遺跡須恵器の文字

:―

′

23-17の 有台郭身・ 23-20の魁 o

23-21の鉢はA地点 (図版 18参

照 )の暗褐色シルト質砂層 (挿図

11-6層 )下層の責褐色砂層の直

上あたりから一括 して出土 したも

のである。また、 23-22の 有台

I機はB地点 (図版 18参照 )か ら

出土 した。

猿投窯編年からそれぞれの時期

についてみてみる。本遺鱗で最 も

古 く位置づけられるものとして23

-7の甕があげられる。この箋は
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尾張旭市の城山第 2・ 3号窯 〔七原ほか  1978〕 出土の ものに類似する。 5世紀後半の うちに含

められるものであろう。 23-1高ナ不と23-5の不身は東山 50号窯式に比定できよう。 23-2のよ不

身および 23-3・ 4のナ不蓋は器形か らみて前記の ものより古 く位置づけられ、 6世紀後半の うちに

その時期を求めることができるものと考 える。先述 したA地点一括出土の ものは折戸 10号窯式に比

定できよう。また、 24-1の浅鉢および盟 -2・ 3の甑は黒笹 90号窯式に比定できよう。

この他、盤 とみられる底都片に文字をへ らで刻んだ破片 (挿図 13)がある。二文字残るが判読で

きない。

(5)灰釉陶器 (図版 盟 -5～ 10、 42)

24-5は蓋。擬宝珠様のつまみをつける日径の小さい ものである。天丼部上半はへ ら削 り調整し、

灰釉を施す。

24-6・ 7は皿。 6は日端が外方にやや突出し、体都下半と底面はへ ら削り調整を施 し、高台は

内面下端に内湾がみられない三日月高台の ものである。灰釉は漬け掛けである。 7は底面がなで調

整 され内底面には直接の重ね焼 きの痕跡が残る。

24-8～ 10は碗。8は底面がなで調整 され、三日月高台をつける。内底面に直接の重ね焼 きの痕

跡が残る。 9は断面三角形の高台をつけ、漬け掛けによる施釉である。 10は底面が糸切 りのままで、

断面三角形の高台をつける。

24-5の 蓋は黒笹 90号窯式に、 24-6・ 7の皿および 24-8の碗は折戸 53号窯式に、 24-

9の碗は百代寺窯式に比定できよう。

(6)盗器系中世陶器 (行基焼 )(図版 24-10～ 24)

24-10～ 16は碗。10～ 13の胎土は砂粒が多 く混じるものの均質精良である。 ともに底面は糸

切 りのままで、断面が押しひずみ台形を呈する高台がつく。 12の高台端部にはもみがらの 圧痕が

付着する。 14～ 16の胎土は砂礫を多 く混じえ、作 りも粗雑である。 底面は糸切 りのままで、低い

高台がつき、その端部にはもみがらの圧痕が全面に深 くくい込んで付着する。

24-17～ 21は小皿。 17は高台をつけ、他は無台で糸切 りのままである。胎土は 14～ 16の碗

と同様である。

24-22は短頸壷。胎土は H～ 13の碗 と同様である。体部からゆるやかな曲線を描いて、短い

口顎部が直行 し、日端は丸い。

24-23は甕。日端を「N」 字形に折り返し幅3.6師の縁帯を作り出す。

24-24は三筋壷。胴部に2条 1組の整った筋をめぐらす。

これらは常滑窯の編年 〔杉崎 1981〕 からみて、 前述した灰釉陶器に引き続く時期から第3型

式前期までの ものが少量ながら散在 して認められる。
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(7)製塩土器 (図版 25、 43)

製塩土器が出土しているものα 出土量はわずかであり、かつ、砂層中に散在しており、製塩の場

からの流れ込みかと考えられる。このうち、知多半島ではいままで類例をみない「 塚森式 」と仮称す

る一群の製塩土器が出土した。

a 塚森式 (図版 25-1～ 21)

杯 を逆さにしたような形態の台脚をつけ、深鉢形をなすとみられる郭部の外面を叩きによって調

整した土器である。当初、B地点の破砕貝層から数個まとまって検出したが、他の区域からも出土

をみた。一個体がまとまっては出土 しておらず、台脚都とナ不都の細片が散在して出土 した。 B地点

出土の遺物を主にした全遺物整理の結果、図示した杯都については、細片ではあるが他に考慮 しう

る器形の土器がなく、伴出した台脚と同一個体をなすものと判断した。

この器形および調整をもつ土器は、香川県喜兵衛島。南東浜遺跡出土の製塩土器 〔近藤 1978〕

に類似する。土器自体は、細片で、二次的な加熱をうけて色調が部分的に変化し、剥離化も認めら

れる。このような特徴をもつことから製塩土器と考える。

土器の特徴についてみてみる。ナ不部の上半部分の厚みは 2～ 3翻で、 2腕に近いものが多い。口

端は平坦に作 られ、なでおよびへ ら磨き様の調整を施す。外面は平行叩きで、内面は丁寧に平滑に

仕上げられ、日縁部に横の擦痕が認められる。内底面はへ ら削りとなでによって調整 されている。

台蜘は底径 3.3～ 4_9働 (平均値 4.1防 )、 内底面から下端までの高さ 1.3～ 2.1勁 (平均値 1.8

効 )である。台脚のナ不都と接するくびれた部分に指頭の痕がよく残 り、他はなで調整を施す。下端

面はおおむね平坦で、砂導圧痕の付着 した ものが多い。色調は、杯都が主に自色を基調とし、黒色、

灰色、黄色、褐色味がかる。台脚は淡褐色を基調とし、自色、褐色、紅色、灰色、黒色 といった色

あいの部分的な変イヒがみられる。胎土は砂粒が混 じる。

b 知多半島製塩土器 3類 (図版 25-22～ 23)

やや太日で、にざりはなしの作 りの棒脚をつけるものである。郭部は円錐形状の深鉢形をなす。

ナ不部の口縁都は尖が り気味の素縁で圧痕を加えるもの (22)も ある。外面は指紋および掌の痕が残

り、内面はなでやへ ら削りによって丁寧に平滑に仕上げられている。脚都はにざりはなしのままで、

中実である。胎土は砂粒が多 く混じる。色調は淡福色を基調とし、黒色、灰色、黄色、褐色、自色

の色あいによって部分的に変化する。

c 知多半島製塩土器 4類 (図版 25-29～ 44)

3類 よりも小型で、脚部に丁寧ななで調整を施す ものである。ナ不都は口縁が尖が り気味の素縁で、

外面には指紋や掌の痕が残る。内面はへ ら削 りとなで調整によって丁寧に平滑に仕上げている。口

縁都が肥厚 し、口端に平坦面を作 り出す もの (35・ 36)も ある。色調は前述 した 3類 と同様であ

るが灰色っぱいものが多い。胎土は砂粒 が混 じるものの 3類ほどではない。

(8)土錘 (図版 21-14～ 24)

-56-



すべて素焼きの土師質のものである。形態 として紡錘形・管形・球形がみられる。重量を
みると、

紡錘形の 14=20,2夕 ・ 15=19.9′ ・ 17=(10.5′ )。 21=(6.5′ )・ 22=(4.2′ )・

23=(2.8′ )・ 24=(0。 7′ )、 管形の 16=17.4′ ・ 18三 (19.0′ )、 地形の 19=31.2′

。20=29。 1′ を量る。

伴出遺物が明確ではなく、時期を限定 し得ないが、茶褐色砂層 (挿図11-9層 )お よび暗茶福色

シル ト質砂層 (挿図11-6層 )か ら出上 してお り、おおむね、奈良時代から平安時代に用い られた

ものであろう。

(9)鉄製品 (図版 22-40、 40)

断面が円形で曲線をもつ鉄製品がある。形態か らみて釣針 と考えられる。

tO 石器 (図版 21-25～ 31、 44)

21-25'26は 叩き石と考えられる。 26の長辺方向の一端 (図の下方にあたる面 )に は打痕が

明瞭 に残 る。 ともに石英斑岩製である。

21-27～ 29は砥石。 27・ 28は全面が使用 されている。 29は実に細かく使用され,た面が残 る。

29は両平面のみ使用 されている。 27・ 28は硬砂岩、 29は砂岩製である。

21-30・ 311ま用途不明。 30は耳のような形をなし、湾曲する幅太の面がすられたように み ら

れる。石英粗面岩 (流紋岩 )製。 31は周囲が盛 り上がって残っている。硬砂岩製。

伴出遺物が明確ではなく、時期は特定 し得ない。

Oつ 瓦類 (図版 22-41～ 44)

22-41・ 42は丸瓦。 41は凹面に約 1.2脇間隔の布日、凸面は 縄叩 きののちなで調整を施 し、

端面はへ ら削りされている。 42は厚み 1.l勁で凹面は約 1.7腕間隔の布日、凸面は縄叩 きののち、

へ ら削り。なで調整を施す ものがある。

22-43・ 44は平瓦。 43は厚み 2.4勁で凹面に約 1.5腕間隔の布目と模骨痕が残 り、凸面 は縄

叩きと指紋が残る。端部はへ ら削うされている。 44は厚み 1.4翻 で囲面に 1.5肋間隔の布日、 凸

面に縄叩きと指紋が残る。端都はへ ら削り。平瓦はこの他、厚み 1.3腕・ 1.7翻・ 2.3筋
,2.6筋

・ 2.7腕 の先の ものと同様な作 りの破片がある。

丸瓦・平瓦 とも色調は薄い灰色を基調 とし自色ないし貢自色に部分的に変イヒする。胎土は砂粒 が

混じるものの均質精良である。瓦当がなく時期は特定 し得ない。

⑫ 近世陶器類 (図版 24-25～ 27)

小瓶 (25)は 胴都下半と底面、高台をへ ら削 りによって整形 している。自色透明の釉がかか り、

さらに肩都には濃緑色の釉がかかる。地は淡黄色。托 (26)は底面がへ ら削 り整形され、全面にく

すんだ飴色不透拐の釉がかかる。地は黒色。皿 (27)は底部がへ ら削り整形 され、高台をつける。

灰釉がかか り、内底面に絵が描かれているが破片のため全容は不明。地は灰色。

2 自然遺物
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(1)貝類 (図版 44)

本遺跡から出土 した員類には次のものがある。二枚貝類では、ハマグリ・マガキ・ イタボガキ・

サルボウガイ・ ハイガイ・ シォフキガイ 。アサ リ・ オキシジ ミ ・ カガミガイ・ マテガイ・ オォノ

ガイ・ カゲロウガイがある。腹足類では、ウミニナ・ イボウミニナ・ツメタガイ・アカニシ・ フ ト

ヘナタリガイがある。

(2)獣骨類 (図版 41)

鹿角をはじめとして鹿の骨が多 く出土 している。この他、魚骨、鳥骨、海亀の甲らなどもある。

詳細については今後検討を加えたい。

(3)B地 点破砕貝層の自然遺物

B地点の破砕貝層において、挿図 14-8の場所においてブロック・サンプリング (縦 20働・ 横

20働・深さ 10効 )を試みた。

a 貝類

表 9に示すとお りである。二枚貝類の個体数については、設の合せ日の数を三分 して得た。

b 貝殻以外 の動物遺体

同定作業をしていないので、詳細については今後の検討にゆだねる。概略を述べると、獣骨はわ

０

１

1

!IIIIIIIII
2m

I I I I I I I I I I

土 層説 明

1 アスファル ト
4 黒色ンル ト貫砂層
7 破砕貝層

２

５

８
炭巷生磨
灰色砂礫層)  B 庚琶呈予告,夢整買暗褐色ンルト質砂層

プロック・ サンプ リンク箇 所 (g)m x tt onX 10 crn)

挿図 14 塚森進跡B地点 (北壁 )土層図
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ずかで鹿や鳥などがある。魚骨が多く、微細な脊椎骨をはじめとして、小骨、歯、鱗などがある。

c 人工遺物等

「 塚森式 」と仮称する製靖十器の細片を多量に検出した。この他、小さな丸い軽石が 3個ある。

表 9 塚森遺跡 B地点破砕貝層の貝類組成

数  値

種  名 個 体 数 %

一一　
枚
　
貝
　
類

ハ マ グ リ

サ ル ボ ウ ガ イ

ォ キ シ ジ ミ

ハ イ ガ イ

シ オ フ キ ガ イ

カ ガ ミガ イ

オ オ ノ ガ イ

30

3

2

1

1

1

1

33.33

3.33

2.22

1.11

1.11

1.11

1.11

/j、 計 39 43.32

腹
　
足
　
類

イ ボ ウ ミ ニ ナ

ウ ミ ニ ナ

ア カ ニ シ

ヘ ト フ ナ タ リ ガ イ

ツ メ タ ガ イ

29

8

8

5

1

32.22

8,89

8.89

5.56

1.11

/」ヽ 計 51 56.67

計 90 99.99

注

1 工事区間は、図版 18に示すところの 1か ら2・ 3を経て 4に至る道路内である。

2 本図は、図版 18に示す 1～ 4地点のボーリング調査による土質柱状図と工事時の上層観察に

よって作成 したものである。
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図版 1

松崎貝塚周辺の製塩遺跡



図版 2

松崎貝塚調査区域図



図版 3

松崎貝塚発掘調査区および遺構配置図
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図版 7
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図版 18

塚森遺跡地形図 (1～ 4はボーリング地点 )
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図版 26

Ⅶ区北壁土層状況



図版 27

松崎貝塚Ⅵ区南壁土層状況

Ⅵ-1遺構断面
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松崎貝塚Ⅶ-2遺構 (下 )断面



図版 29

松崎貝塚 (上 )輔 の口と鉄塊および遺物出土状態
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挿図 5-1



図版 35

団
明
１

３

４

５

６

1類 2 2類 (推定復原 )
3類 〔6-37〕
4類 (推定復原 )
5類 (推定復原 )
渥美半島製塩土器A類類似式 (13-35〕

松崎貝塚出土製塩土器各類



図版 36

1類 〔9-19。 9-18・ 6-26〕 1類 〔(V区 )・ 6-28・ 7-27〕

1類 〔11-57・ 15-21・ 9-36〕 2類 (11-58Ь (Ⅶ区 )〕

3類 (8-27・ 8-32・ 9-43〕    3類 〔(Ⅵ区 )・ 8-33・ 7-30〕

松崎貝塚出土製塩土器各類台脚
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松崎貝塚出土人骨下額骨 :上面観・側面観 (下 )石器



図版 38

17-2

17-4

17-7

17-10

17-11

17-5

17-6

17-1

松崎貝塚出土鉄器および骨角器
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松崎員塚出土貝類



図版 40

塚森遺跡出土縄文土器 (挿図12)
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土偶 (挿図 12-12) 釣針 (22-40)



図版 41

塚森遺跡出土獣骨類

塚森遺跡 。壷形土器出土状態 壷形土器 (19-6)
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口縁部内面

塚森遺跡出土製塩土器 (塚森式 )



図版 44

塚森遺跡出土石器
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